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夙川学院短期大学「教育実践研究紀要』【SBET】投稿の手引き

l. 原稿の種類 （年1回3月発行）

教育紀典に掲載されるものは、以Fに小されるカテゴリーに分蹴される。

第1類：大学教育のHI!念や思想に関するもの

第2甑：人学教育の制度、法およびその逆用に関するもの

第3麺：大学における割川l教fiに側する〃法、技術、課迦に関するもの

節4甑：大学教育に適した教典・教材の|肘発およびその利川効染に関するもの

節5甑：人学生の心身の特惟と教育のあり〃に関するもの

第6砿：その他、人‘,ド教育の災践に|flするもの

2． 投稿に関する手続き

(1)又の構成は、「間迦の所ｲI畠（またはI I的）」「方法」「絲果」「考察」「紺I浦」を畦水

とするが、数台分野や術の特性に応じて適切な章立てをI没定することができるものとする。

なお、参考・引川文献聯がある場合、必ず文末に付I池する。

（2）腺柵は腺則として、Micr()s()ftW()r(1 (炎作成についてはMi(T()s()ftEx(､elも可）により

作成し、完成イメージで提l1lする。’'1稲による原棡の場合、 I'|我（または佃人研究費）に

おいて入ﾉJ費川を負ｲllしなければならない。この場合、細集会,義がliMjするフォーマットを

利川することが望ましい。その他、又字数・行数・フォント等、仙飛の詳細についてはフォ

ーマットを参照のこと。

（3）脱稿は、光成イメージで4枚以上とし、妓大10枚以内まで贈nすることができる。

なお、10枚を超える場合、分飛群を求めることがある。

（4）′ゲ輿、似|については、各''1がIII1像ファイルとして作成し、腺橘内に11IIiり込むものとする。

全てグレースケールで印刷されるため、川版lliに|III1像の粘細等に間する典求は一切受け付け

ない。ただし、カラー‘ﾉﾁ典による掲戦を希岨する場合、 、？？（または1凸|人研究蜜）により、

戦せることができる。

（5）投柚にあたっては、以ドの2柿の乎統きのうち、いずれかによるものとする。

<A>投柚票、光成イメージで作成し印刷した本文、本文の竜fファイル、写真・図の電子

ファイルを疽接、FI)zua'l(務)Ij (戦勝,深）に捉川する。ただし、芯rファイルはMO

またはCD-RWに保存する。

<B>唯子メールに、投柵票、本文、写典・lxlの芯fファイルを添付し、FD委曲会事務Ajに

送｛『;する。

3． 編集に関する手続き

(1)li(柵が投稿されると、細集会砿において1名のビアスーパーバイザー(l)S)が決定される。

(2)PSは、受稿後速やかに粘抗し、質|川および怠兄をまとめ、投棡行に逆1,;する。なお、PS

が提示する意兇や質問は、本維が多様な,洸荷を想定していることから、帆II1分野を熟fllした

内容でなくてよいこととする。

(3)投稿街はPSから提示された蘭|ﾊIや怠兇について､1nl拝または修IE群を行い､IIjび提出する。

(4)PSはIIII答または修112を陥認し、「ビアスーバービジョン災施細Ii,\」にコメント等、

必要'I"Iを記入の'2，細集会砿に提lllする。
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｢教育実践研究紀要」の発行によせて

夙川学院短期大学

学長増谷篤子

日本ほど大学への進学率の高い国はないだろう。それに伴い入学生のユニハ

ーサル化が進み、大学も幅広い学生を受け入れなければならず、教員の教育力

が強く求められる時代となった。しかし、研究業績が必ずしも教育力を証明す

るものではなく、現代の学生たちの潜在的な能力やモチベーションを引き出し、

向上させていくための教授法や教材開発は非常に重要である。

短期大学設置基準の教育課程の編成方針には、「短期大学は、学科に係る

専門の学芸を教授し、職業または実際生活に必要な能力を育成するとともに、

幅広く深い教養および総合的な判断力を培い、豊かな人間性を酒養するよう

適切に配盧しなければならない。」と記載されており、本学もそれを実現すべ

く取り組んできた。

わが国におけるFD(ファカルテイ・ディベロップメント）の義務化の中で、

本学でもFDの一環として、大学教育のあり方を研究することを重要と考え、

教員の日頃の教育活動の成果や知見をまとめた「教育実践の研究」を紀要とし

て発行することになった。

初版となる今回は、 6つに分類されたカテゴリーの中から、 4つのカテゴリ

ー8点が掲載され、意欲的で幅広く、豊かな内容となった。今後も、「教育実

践研究紀要」が、本学の教育の質の向上にとって、刺激的な存在になることに

期待したい。





巻頭 言

神戸大学大学教育推進機構

教授米谷淳

ヨットは逆風に向かって進む｡創刊号の巻頭言を書かせていただくにあたり、

まつさきにこの言葉が浮かんだ。平成19年7月に私がFD委員の方々と懇談

したとき、思うように組織的な教育改革や授業改善の取り組みが進まず、もど

かしく感じておられる様子だった。その時、先生方の熱い思いに触れ、「この組

織はきっと伸びる」と感じた。その後、FD委員会から送られてきた授業評価

マニュアルをみたとき、予感はさらに強まり、今それが確信へと変わった。

現在、比較的早くからFDを始めた大学のFDに関するテーマは組織化から

実質化、啓蒙・普及から評価・見直しへと変わりつつある。形だけのFDでは

「やらされ」感しか残らない。形骸化はすぐ起こり停滞と混乱にあえぐことに

なる。そうならないためには、各教員がプライドと情熱をもち、ファカルテイ

ー（教授団）で問題意識を共有しながら、しかも、教員個々の事情に配盧して

個々の自主性を損ねないよう、多様性を尊重しながらFDを進めていくべきと

考えている。FDは教員レベルでは授業改善であり授業づくりである。こうし

た意味で、本来のFDの姿を夙川学院短期大学のFD委員会の先生方の姿勢と

日々の活動にみた思いがする。

創刊号には8篇の論文が収められているが、そのどれもが執筆者が地道に研

鑛・研究を進めていることを物語る。テーマはFDや学生授業評価から、イン

ターン実習、スポーツ科目、被服造形実習、幼稚園実習、教職科目といった教

育実践にわたっており、どの論文からも教員が自らの創意工夫をもとに、ある

いは、調査や観察をもとに現場の悩みや問題を解決しようとする意気込みが伺

える。こうした実践研究がつみ重ねられ、FDの輪が広がり、大きな流れとな

っていくことを期待する。新たな門出にあたり心から拍手を送りたい。
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第2類

ICT活用によるFD実践システムの試作

古賀友也、 森田健宏

YilyaKOGA, ThkehiroMORITA

教育改革の必要性が叫ばれるようになって久しい。大学教育においてはその教育内容、教育

方法、教育環境の大きな改革が求められ、多くの大学が教育内容、教育方法に閨する改革とし

て授業改革を第一にあげた結果、授業改善を目的としたファカルティ・デベロップメント (FD)

が広く行われることとなった。また、FD実践として、あるいは教育の情報化の一環として、

オンラインで操作できるCMSやLMSの利用も普及してきたが、一般的なCMSやLMSは複

数のサーバ群で構築されており、それが開発・運営上の課題を引き起こしている。その課題を

解決するため、それらを統合的に処理できる環境としてファイルメーカーサーバーの利用を提

案する。

キーワード：授業改善、授業評価、CourseManagementSystem(CMS)、Learning

ManagementSystem(LMS)、ICT(InfbrmationandCommunicationTechnology)

案する。本研究は本学での利用を念頭におき、授業管

理、教員による学習者カルテの共有、個々の学習者へ

の本人の評価の公開、学習者による授業評価といった

機能を併せ持つシステムを試作し、その利用可能性を

考察する。

1 背景と目的

教育改革の必要性が叫ばれるようになって久しい。

第三者機関による点検・評価の義務化にともなって、

大学教育においてはその教育内容、教育方法、教育環

境の大きな改革が求められることとなった。多くの大

学が教育内容、教育方法に関する改革として授業改革

を第一にあげた結果、目に見える成果としての授業改

善を目的としたファカルティ・デベロップメント(FD)

が広く行われることとなった。

このような背景から、FD実践として、あるいは教育

の情報化の一環として、オンラインで操作できる

CourseManagementSystem(CMS)やLealmmg

ManagementSystem(LMS)の利用も普及してきたが、

業者委託に代表されるオーダーメイドの学習管理シス

テムでない場合､一般的なCMSやLMSは複数のサーバ

群で構築されているため、そのシステム構築にはデー

タベース、webデザイン、プログラミングなど様々な

知識が必要とされる点や、開発者以外が改変する場合

にも大きな困難を伴うという点が開発・運営上の課題

として浮き彫りになってきている。

そこで本研究においては、それらを統合的に処理で

きる環境としてファイルメーカーサーバーの利用を提

2. 1T活用を阻害する3つのジレンマ

FD実践の一つとして、学習管理のICT活用があげら

れるが、これには様々な潜在的阻害要因が考えられる。

以下にそれらを「ジレンマ」として挙げておく。この

3つのジレンマは相互に干渉し合い、｜對わり合ってい

る存在と言える。

2.1．予算的ジレンマ

業者委託によってシステムを構築する場合は、それ

相応の費用が必要となってくる。予算が高額な場合は、

ほぼ義務化されることが予測できるFD活動実践と第

三者評価の重要な観点とされる財務上の問題との間で

のジレンマが起きることとなる。予算の問題はICT化

のみに限定されるものではないが現代の大学法人ほと

んど全てが抱える問題であり、恒常的な問題でもある。

18歳人口の減少などを考慮するとこの問題は容易に

同
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好転、解決するとは考えづらい 築したシステム管理担当者が異動や変更となると、そ

の仕様の全てについて記述しておくのはほぼ不可能な

作業となるし、引き継ぎ自体が煩雑なものとなること

は容易に推察できる。2.2運営組織的ジレンマ

委員会組織で運営される場合には、情報処理担当組

織とFD担当組織とにまたがる問題であるため、意思決

定や運営上の困難を伴うことが考えられる。

相互の組織の共通理解や共|可作業がなければ、円滑

に機能しないというジレンマの存在もまた恒常的な課

題である。

Databaseserver

(MySQLetc.)＝

＃
Webserver

(Apacheetc.)
2.3マンパワー的ジレンマ

ITシステムの管理という組織内の人的労働力もジレ

ンマを抱えることが多い。前節の運営組織のメンバー

が作業に携わらない場合もあり、問題を複雑化させる

要因が潜在化している。

また作業チーム内でもシステムに関する理解度の差

違が認められたり、運営側との意思疎通が適切に行わ

れないためにトラブルが発生したりという可能性があ

る。

抄
－

PHPDocuments

図1 一般的CMS/IMSシステム

一一

蕊
鰯
…

蕊
I||"|| ，……IFileMakerServer

3．ファイルメーカーサーバーの優位性

冒頭に述べたように、一般的なCMS/LMSを開発する場

合、複数のサーバ管理が必要である。学習管理用とし

て一般に普及しているオープンソースのCMS、

Moodle(http://moodle.org)を例にとってみると、web

サーバとしてApache、データベースサーバとしてMySQL

（推奨）が利用される。またMoodle自体がPHPで記述さ

れているため、P肝も利用可能な状態にしなければなら

ない。また、このような既存のシステムを利用せず独

自に開発する場合にも、データベースサーバの有用性

が明らかであるため、基本的には同様のサーバ群が必

要とされる場合が大半である。

CMS/LMSはその性質上､一旦システム構築が完了して

サイトが稼働しはじめさえすれば、コンテンツの追

加・編集以外ではほぼ手をかける必要はない。しかし

サイトファイルやデータベースの改変・再構築の際に

はPIU)などのサーバサイドスクリプト言語やデータベ

ース構造の知識が不可欠であり、他人が構築したもの

であればその床l難さの度合いはさらに高いものとなる

ことは否定できない。

こういったシステムの場合は、最初のシステムを構

I

Ⅸ'2 ファイルメーカーサーバーによるシステム

しかし図2に示したように、｜司様のシステムもファ

イルメーカーサーバーを用いて構築すれば、必要な知

識は限定される。ファイルメーカーは元来優れたデー

タベースアプリケーションであり、強固なセキュリテ

ィ機能、ユーザ管理機能、さらにweb共有機能も備えて

いる。テーブルのレイアウトは專F1伯勺な知識が無くと

も直感的に行うことができる。特にデータベース、レ

イアウト、テーブルそれぞれの単位において細かいア

クセス制限を設けることができることは、管理者、授

業担当教員、学習者といういくつかのユーザ階層を前

提とした本システムには適していると考えられる。図

6

I 讓菊

蕊
一

議
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学習者は「総合的に判断して、この授業は満足でき

るものであった」など18項目からなるアンケートに、

4段階評価による回答を入力する。集計結果は学習

者・教員ともに閲覧することができる。アンケート項

目などは本学で使用しているものとほぼ同様にしてい

るが、教員からのコメントバック機能は搭載していな

'′、

おなたの暁在の悪修状況
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侭盛畢『薄薄野 …l
亀厘毒一夢…言

畿郡“涛一辱醒子 “一一一『：

5．今後の課題

本研究は未だ研究段階であり本格的な稼働まではま

だ改良の余地が大きい。稼働に耐えうるものにするた

めにはシステムの試行後にユーザによる評価を受ける

必要もある。しかし、可能な限り予算をかけず、かつ

いくつかの問題点解決の為のICT活用の試作システム

としては有効なものが構築できたとの思いも強い。

また今回の試作では、形成的評価を中核とした学習

者カルテに重点を置いたが、教材コンテンツの配信な

どそれ以外の部分での授業補助を目的とした機能拡張

も今後の課題として記しておきたい。

"薑扇”

図5学習者カルテ（学習者評価閲覧・人力画面）

4.3学習者による授業評価

,韓撫齢 鰯悪溌逢
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マンパワー)を解決すべき策として｢ﾌｧｲﾙメーカ

ーサーバー」を活用することの意味を理解することが

できた。特に学生カルテから学生自身が学期末だけで

なく現在進行形で教員の評価から自らの学習状況を把

握できることは学生の学（まなび）の姿勢の向上につ

躍
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図6授簔平価機能

学習者による授業評価機能(図6)は、学習者が記入

し、授業担当教員は授業毎の集計結果を参照可能とな

る。
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4.1学習者カルテ管理機能3はファイルメーカーサーバーの「カスタムレイアウ

トアクセス権設定」画面である。ここでは「教員」ア

カウントに関してのアクセス権を定義している。この

ように各機能をレイアウトとして作成し、レイアウト

毎にアクセス権を設定するという形式によって比較的

簡単に機能制限を設けることができる。
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学習者カルテ管理機能(図4)は教員が使用するもの

である。ここでは授業担当者自身が、授業毎の受講者

一覧や､各受講者の出席状況､現在までの評価を閲覧、

編集できる。

またこれらの学習者に関する情報（学習者カルテ）

は教員間で共有され、担当授業以外での学習者個人個

人の履修状況などを把握することが可能となる。
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図4学習者カルテ管理画面（出席状況閲覧）

図3 レイアウトとアクセス権の設定
42個々の学習者への本人の評価の公開

図5の本機能における情報は授業担当教員が入力し、

学習者は自己の評価のみ閲覧可能である。ここでは授

業回数15回を想定し、授業回毎に学習者の評価を得

点として入力していく形式を採用している。

これまで多くの大学では総括的評価としての学期未

試験やレポート課題が重要視される傾向があったが、

学習状況の質的管理としての役割は形成的評価のみが

担うことができるものであるためか、形成的評価の必

要性が見直されるようになってきた。

本システムは学習者カルテの中核としてこの形成的

評価の入力・閲覧機能を位置づけている。教員は、自

身が下した評価を公表することで、評価法とは何か、

自分の作成した試験が本来測定しようとする能力を的

確に測定しているのかといったこれまでうやむやにさ

れていた評価に関する教員の技量が視覚化されること

につながるわけであるし、言うまでもなく学習者にと

っても、自身の変化をモニターできる形成的評価の閲

覧機能は重要と言える。自己の学習進度、現時点まで

の教員による評価を参照できることで、学習者の動機

付けの維持や自[ﾆﾑ教育力育成へとつながっていくこと

が期待できる。

またファイルメーカーMobileを利用すれば携帯毒舌

やPDAからのアクセスも可能であることから、将来的に

は携帯電話から利用できるシステム構築も可能となる，

さらに、ファイルメーカーサーバーのデータベース

はwebブラウザ経由でも編集可能である。これにより、

後述する学習者の学習者カルテをweb上で人力、閲覧

することができる。また使用されているスクリプトも

安易な構造になっているため、情報処理を専門とする

組織や特別なスキルを有した人材の必要性などのハー

ドルを低くすることができる。

その他、webデザインの知識がなくてもレイアウト

が容易である点や、他形式へのエクスボートも充実し

ているためペーパーベースでも利用しやすい点なども

ファイルメーカーサーバーを使用するための理由とな

り得る。

上記のような構築上、運営上の利点に加えて、比較

的低予算で導入が可能である点から、前章であげたジ

レンマを解決していく為の有効な一方策と考えられる

4．本システムの各機能

本システムは以下にあげた機能を搭載している。各

機能はレイアウトとしてファイルメーカーサーバーに

て作成された。

７
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’

ながると思われる。また、教員が担当する科目以外の

学習者が他科目に対する取り組む姿勢を知ることは各

教員の授業改善につながると考えられる。但し、ここ

で注意しなければならないことはICT活用が教員側

のみの利用ではなく学習者が学習にたいして意欲持つ

ようになる策であることを忘れてはならないと思う。

また、同時にサーバーに管理される授業評価にならな

いようにしたい。つまり、サーバーを接点とした教員

と学生のネットワークの構築も可能ではないないだろ

うか。 （担当：藤島みち）
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第2類

学生による授業評価結果を有効に活かすための

個別支援型FDのあり方に関する検討十

森田健宏

WOR〃判T壇kehかo

学生による授業評価アンケートが多くの大学で実施されるようになったが、その結果を授業

改善にどのように活かすべきか、様々な検討が行われている。その一方で、大学の中では学生

による授業評価に消極的であったり、疑問を呈する教員も依然として存在する。この問題を解

決し、教育改善につなげていくことを促すためには、制度論的な正当性による論駁だけでなく、

感情レベルの問題であってもきちんと受け止められる様々なフォローアッブ体制が必要であ

ると考える。そこで本論では、個別支援型フォローアップの方法の1つとして、FDカウンセ

ラー＆アドバイザー制度による取り組みの可能性について検討している。ただし、この取り組

みは全ての教員に適用されることを目的としておらず、様々な特性を有する教員の中で、この

手法によって解決される可能性があるということを想定したものである。

キーワード:FDの義務化 授業評価 潜在意識 授業改善 個別支援型FD

門」に示された手法であるとされており、既にこの時

代から(1)学生アンケート方式、(2)オブザーバーの活用

(3)ビデオ撮影による検討などの手法が考えられていた

という。また、一方では、1960年代にアメリカで先駆

的に進められたという記述もあり、安岡（2005）によ

れば「そもそもの出発点は、大学側や教授団が無制限

に行使してきた権限に対して、授業料を支払っている

学生の消費者としての権利をもっと認めるべきことか

らであった。導入してみると教員の勤務状態を判断す

るのにも有効であったため、約20年前からは教育評価

としての資料としても用いられるようになった」（前述

の米谷論文より引用）という説も示されている。

一方、日本における授業評価アンケートの実施は、

1974年に国際基督教大学が最初とされており、以降、

多摩大学、慶應義塾大学、東海大学などが先鋭的に取

り組んだという記録がある。現在では、学生による授

業評価の結果を授業改善に反映させる組織的な取り組

みについて「制度的に取り組んでいる」という大学は

1． はじめに

大学及び短期大学設置基準の改正（2008年4月1日施

行）により、第11条の3に「短期大学は、当該短期大学

の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研

修及び研究を実施するものとする」と明記され、いわ

ゆる「FDの義務化」が示された。その結果、「大学の

教育内容等に関わる改革状況について」（文部科学省高

等教育局大学振興課2008年6月3日発表）によれば、F

Dを制度的に取り入れている大学は86％となっており

着実に増加傾向にあることが見受けられる。

その中でも、 FDの取り組みとして最も多く実施さ

れている内容が「学生による授業評価アンケート」で

あると思われる。この「学生による授業評価制度」に

ついてはいくつかの由来が示されており、米谷(2007）

によれば、 1つにはロンドン大学・大学教授法研究部

が1982年に作成したFDハンドブック「大学教授法入

10
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渡辺（2005）は、授業評価制の導入に対して抵抗する

個々の意見やパターンはおよそ共通しており、「a真面

目に勉強もしない学生に、教える人間の評価など不可

能である」「b.狭隆な施設などを放置したまま、評価だ

けを厳しくする事は問題｣「c・学生の態度も合わせて評

価すべきである」「d評価によって、教える側の「倉l1造

性」や「個性」が抑圧される」「e,大道芸人の様に面白

がらせる授業が、真の大学の授業とは言えない」「f .

教員の人事管理の資料として悪用されないか、目的を

明確にして実施せよ｣「g第三者が実施しなければ意味

がない。結果の提示も分かりづらい」などに分類され

ることが紹介されている。この典型例にも見られるよ

うに、導入にあたっては、どの大学でも少なからず教

授陣の抵抗を受けることがFDに関する研究会や関連

学会で数多く報告される。このことについて、山形大

学高等教育企画研究センターの小田隆治教授は講演の

中で、「授業評価に対する不満意見の1つに、当方をよ

く知らない学生に評価されることに疑問があるという

ものがあるが、『で|ま、あなたは国会議員選挙の時、立

候補者をどこまで熟知して投票されるのか？」と問い

返せば、同義であることは理解され、学生の理解程度

にかかわらず評価を甘んじて受けなければならないこ

とは唖革される」という説明をしている。上記の渡辺

（2005）に示される意見例についても、個々について

客観的に考えれば同様の正当性が説明できることは言

うまでもない。

しかしながら、この問題の本質は表層レベルの正当一

不当論ではなく、もう少し潜在的なレベルでの問題、

すなわち個人の感情やプライド、当事者の抱く教師と

しての生き方そのものに関わるところに及んでいる場

合もあると考える。もちろん、教育をいわゆる“仕事”

として割り切って考えられる教員ならば、これまで

種々のFD活動の根拠として示している制度論や正当

性に基づく主張が最優先とされるべきことは理解でき

るであろう。ところが、「明確に反対意志を示す群」で

あればまだしも､それよりも対応が難しいとされる｢反

対意志を示さずにFD活動に参加しない群」や「形骸

的参加を自認する群」については、必要性や正当性に

よる論駁だけで積極的参加を促すことは無理であると

思われる。すなわち、彼らはFDの必要性や意義につ

いての論旨は十分に知りつつも、容認しがたい、ある

52％であり、アンケート実施に対して結果をどう反映

させるのかについては模索状況にある大学が未だ多い

と思われる。その例として、文部科学省の2006年度調

査から次のような取り組みが紹介されている。「学生の

授業評価結果を大学教育センターで分析し、mシンポ

ジウムレポートとして発表し、学内専用サーバーで閲

覧可能となっている。また、その結果を次年度の授業

改善につなげている（茨城大学)｣、「学生の授業評価結

果を高等教育センターで分析し、評価の高かった教員

は、セミナー等で講演を開催している。また、評価結

果を授業担当教員に送付し、学内PCでも公開し、授業

改善にフィードバックしている（大阪府立大学)｣、「各

期ごとの学生による授業評価結果を授業担当教員に送

付し、改善案等を提出させ、各学科長、授業開発セン

ターが分析し、報告耆を学内サーバーに登録し公表し

ている。また、授業評価結果が一定水準に満たない教

員に対しては、学長、授業開発センター長から改善を

依頼している（大同工業大学)」

なお、本学FD委員会では、2006年の本格導入時ま

でにこの問題について検討しており、(1)授業評価アン

ケートの項目に即した活用マニュアルの作成と配布、

(2)授業評価結果に対する教員のコメントを付記した形

での評価結果のWeb公開など、具体的かつ直接的な反

映手法を導入させている。その他、細部については、

偶数段階評定による中心化傾向の排除、自由記述のテ

キストデータ化による匿名性保持など、結果の明確性

や信頼性の向上を高める閂濾を行っている。このよう

に、他機関での先例を多岐にわたり分析した結果を基

に、後発ながら確実性を高めた評価システムを構築し

ている。

ところで、ここまで授業評価結果が前向きに受け入

れられることだけを想定した運用体制について記述し

てきたが、今日の学生による授業評価アンケートの問

題点は、実際のところ個々の教員の取り組みに対する

意識差、あるいは個々の改善取り組みへの支援体制の

不足ではないかと思われる。この点について松谷．平

井・佐竹・桑折（2005）は、学生による授業評価によ

ってどの程度授業の改善が促進されているかはよく分

からないのが現状で、評価結果を受けて授業方法の改

善を行った教員も多い一方、評価結果をさほど重く受

け止めていない教員がいることを指摘している。また、
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いは不快であるという感情レベルに基づいた判断や行

動をとりがちであるため、内的不一致の状態でFDの必

要性に関する主張を受け止めていると考えられる。そ

のため、今後、学生による授業評価を積極的に活用す

る手法を考えるにあたり、これまであまり着手されて

こなかった潜在的なレベルへの対応についても検討が

必要であると思われる。率直に言えば、“授業評価結果

に腹を立てたり、傷つく教員は集団の中に存在すると

いうことは事実あり、しかもこの問題に運用者側が誠

意を持って対応しようという取り組みは、ほとんど見

られない”ということである。例えば、全ての学生が

授業評価に誠意を持って回答するという保証はどこに

もないため、中には自由記述を見ても、「うざい」「だ

るい」などという短絡的なコメントがあって、これに

まじめな教員が失望感を覚えたというケースも現実に

ある。これを「取るに足らないもので無視すればいい」

と運用者側は解説することになるであろうが、実際こ

の記述を突きつけられた教員にとっては、その記述内

容が意識から消えることはなく、まさに“トラウマ，，

ともなりかねない。これに対し、さらに「大人なんだ

から、プロなんだから」というドライな対応を運用者

側が重ねれば、さらに病的に悩みが深まる可能性も否

定できない。事実、文部科学省の調査によれば、平成

19年度1年間で病気休職した公立学校教員は全国で

8069人おり、このうち、諺病やパニック障害、統合失

調症といった精神疾患を理由に休職した教員が、病気

休職者全体で占める割合は61.9％であると報告されて

おり、比較的精神的に強靱であるといわれる大学教員

であっても同様のことは考えられる。そこで、様々な

フォローアップ体制が考えられる中、このような支援

に関してもPL法同様に運用者責任として検討すべき

ではないかと考える。

そこで本論では、上記の問題を解決する方法を考え

るために、学生による授業評価制度に対する個々の教

員へのフォローアップ体制のあり方について他学の事

例について調査し、本学での取り組み可能性について

検討したい㈲

れている内容をもとに、学生による授業評価アンケー

トと、何らかの形で個人支援型のFD活動に取り組んで

いるケースについて調査した。ただし、取り上げた事

例が、授業評価アンケートと個人支援活動が連続性、

因果性を持つものとは限らないこと、しかしながら、

後者の活動が授業評価結果に対する個々の教員へのフ

ォローアップとして寄与すると考えられるものを特に

選び出している。

＜事例1＞

.「授業改善クリニック」（山形大学）

山形大学のFD活動の中心を担う高等教育研究企画セ

ンターは、(1)企画マネージメント部門、(2)FD･授業

支援クリニック部門、(3)教育評価分析部門、(4)学外

連携推進部門の4部門で組織されており、そのうち個

別支援型FDは(2)FD･授業支援クリニック部門でプロ

ジェクトチームを組成して運用されている。

具体的な内容としては、

l)授業診断

2)個別授業改善プログラムの策定

3)個別授業改善プログラムの実施

4)評価点検

5)見直し

の5過程からなっており、特に、「個別授業改善プログ

ラムの策定」にあたっては、A.科目設計の見直し、B・

「ミニ公開授業と検討会」の実施（授業の撮影とその

分析を含む)、C. 「ミニ授業改善アンケート」の実施、

D.個別に作成した「ティーチング・チップス」の提示

と参考図書の紹介、E.ベスト・ティーチャー級の授業

の参観、F.受講生とのFD懇談会という多岐にわたる

内容を組み合わせて策定するところに優れた特色があ

る。また、この大学では「ベストティーチャー賞」を

創設して優れた教育実践を表彰する制度を設けている。

これを個別授業改善プログラムでは公開授業を参観し

て学ぶというように、事業間の連動性が見られる点も

見習うべき点は多い。

また、山形大学は学内のみならず、地域における大

学間連携によるFDの中心的役割を果たしてきており、

現在では、東日本41の大学、短期大学、高等専門学校

で協|司的にFDを推進していく組織「FDネットワーク

‘‘つばさ"｣が展開され､その中でも派遣事業として｢授

業改善クリニック」が運用されているという､

2． 他学におIﾅるフォローァップ体制の検討

他学のFD活動に関する情報のうち、web上で公開さ

12
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なお、同様の取り組みは、「コンサルティング」（愛

媛大学)、｢個別対応型FD｣(長崎大学)等にも見られる。

以上の2例から既に運用されている有益な事例を伺

うことができた。そこで本学においてもこのような運

用体制のもと授業評価結果を前向きに活かせるように

検討すべきだと思われる。

しかし、先例のように長期にわたり学生による授業

評価アンケートを実施し、教員問でその有用性の理解

や解釈可能な範囲を十分に理解できている大学の場合、

結果を冷静かつ客観的に受け止めることができ、個人

支援型FDへの直接展開が可能になると思われるが、

授業評価制度の導入から十分に時間が経過していない

場合、個人の評価結果を経年的に読み解く経験がない

ため、やはり受容が難しいケースがあるのではないか

と思われる。

そのため、早期に個別支援型FDを導入するために

は、先例の手法に加え、受容のあり方をも含めた支援

体制が必要になるのではないかと思われる。

（担当者への取材に基づく）

＜事例2＞「授業コンサルテーション」（徳島大学）

徳島大学では大学開放実践センターが主体となり、

全学FD推進プログラムの一環として、2005年度より

「授業コンサルテーション」を実施している。年間数

回に分けて実施されており、2006年度は対象者は8名

であったという。主な対象は、新しく授業を持つ教員

で個々の教員の実情に沿った具体的で日常的なFDを

めざしている。

具体的な流れとして以下のように示されていた。

FD基礎プログラム参加者の授業への参観

VTR撮影・学生アンケート

↓

授業記録作成・学生アンケート整理

1

2

3． 授業研究会（発表･VTR視聴・議論）

↓

授業の把握、改善、授業技術の共有化

具体的な手続きとして、まず、センター教員とFDマ

ネージャーが､各教員の授業を参観し､簡単なメモ(授

業まとまり、時間経過、特筆するべき発言や出来事）

をとりつつ、授業をVTRに収める。授業終了時には、

学生へのアンケート（その日の授業で何を学んだかと

いうことと、授業に関する先生へのメッセージについ

て）を実施する。さらに時間があれば、教員に授業に

関する簡単なインタビューをおこなう。

その後､VTRをもとに､センター教員が詳細な授業記

録を作成し、それと平行して授業の主要部分の映像を

編集し、DVDを作成する。授業記録は、時系列に沿って

授業の展開過程（まとまり、何が話されているか、学

生との相互作用､板書など)がわかるように作成する。

DⅦは授業の展開が分かるように､各まとまりから数分

間の映像を抽出し､合計で20分強になるようまとめる。

さらに、授業より数週間後、授業記録やDⅧ、学生アン

ケート結果をもとにした「授業研究会」を開催する。

そこでは、様々な部局からの参加者を交えて、授業改

善の知恵を出し合ったり、また授業からいろいろなこ

とを学び合うことをめざす、というように具体的かつ

教育実践に系統性を意識させるように寄り添った形で

の支援を行っている。 (HPの記述を引用）

3． 今後必要と考えられるフオローアッブ体制

そこで、上記の先例をふまえつつ、本学で必要かつ

実現可能なフォローアップ体制について考えてみたい

これまでに本学で取り組まれている授業評価結果に

対する教員へのフォローアップ手段としては「授業評

価活用ハンドブック」がある。これは、既に多くの大

学でtips集として取り組まれているものに属するが､本

学の場合、授業評価アンケートの各項目に直接対応さ

せて「低いと感じた場合」「高いと感じた場合」それぞ

れアドバイスや配慮事項を示している。もちろん、授

業評価データについては項目間比較や総合的な見方な

ど様々な見方が必要ではあるが、ユーザ本位で考える

と個々に気になった項目に対応できるよう記述してい

る点で利用しうる内容ではないかと考える。

しかしながら、メディア媒体を頼りにするだけでな

く、対話によるコミュニケーションを通して、具体的

な改善方法を考えるよう導くことがより効果的である

ことは、他学の実践事例からみても明らかである。そ

こで、この具体的な取り組みを実現するために以下の

内容が望ましいと考える

13
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(1)授業評価制度に対する考え方や結果の受容に

関する調査研究

これは「現段階で全ての教員が授業評価を肯定的に

教育改善意識に向けられるとは限らない」という前提

のもと、授業評価制度そのものに対する考え方、実施

や運用に対する考え方、評価と日常の授業実践に関わ

る意識､結果に対する受け止め方､注視するポイント、

受容のプロセスなど、様々な観点から調査を行い、具

体的かつ現実的な問題を見出すと共に、前向きに利用

できるための要因とその因果関係の構造などを検討す

るというものである。とりわけ、授業評価結果に対す

る前向きな受け止めが可能になるためには、意識構造

や受容過程などの解明が不可欠であると思われる。こ

のことについて直接的な関連はないが、ショック事象

に対する感情プロセスについて考えると、エリザベ

ス・キューブラー・ロス（1969）による否認、怒り、

取引、抑謬、受容という「死の受容過程」説は有名で

あるが、同義ではないにせよ、調査結果を基に評価結

果を受容する過程をある程度想定して個別支援に役立

てることもフォローアップ体制を考える上で必要であ

ると思われる。

具体的な改善計画を協|司的に検討した上で､、アドバ

イザーにつなぐことが望ましいと考える。この場合、

改善の検討内容に応じて、次の3系統の砠Dアドバイザ

ーを想定している。

実現しようとする教育内容が内外の法的に適切で

あるかの助言と支援(Reg'dationsAdviser)

＜対象となる分野＞教育法規、教育原理等

実現しようとする教育内容を適切に伝えるための

工夫に関する助言と支援(TbchniCalAdviser)

＜対象となる分野＞教育工学、教育方法学等

青年期の知的特性や情緒、志向性など心理的特性

に関する助言と支援(PsychologicalAdviser)

＜対象となる分野＞教育心理学、臨床心理学

そこでFDカウンセラーの役割は、必ずしも感情レベ

ルの問題解決にとどまることだけを想定するものでは

なく、上記の専門的支援をコーディネイトする役割も

担うことが望ましいと考える。また、アドバイザーは

カウンセラー及び支援対象者の検討内容について外部

からの専門的助言を行うものとして常任委員制ではな

く登録制とした方が協ﾉJ体制を構築しやすいと考える

このようにカウンセラーとアドバイザーという役割

の分化を想定する以上、中央教育審議会答申「学士課

程教育の構築に向けて」に示されるファカルテイ・デ

ィベロッパーとは若干異なるものではあると思われる

が、現実に即した内容ではないかと考えている。

ただし、本制度のうち、特にネガティブな意味での

FDカウンセラーについては全ての教員に利用促進す

べきものとは考えておらず、このようなシステムを利

用せずとも、日頃から非公式な場や交流で悩みや問題

点を話し合うことができるのであれば、それに越した

ことはない。あくまでも、そのような交流や自己開示

が難しい対象に用意されるべきものと考えている。例

えば、非常勤講師のような場合、日常的に教育に関す

る悩みなどを相談したり、問題意識を共有できる場を

得ることは難しいようで、中には、「職能の低さを露呈

するようで、なかな力他の先生に打ち明けられるもの

ではない」という話を聞くこともある。もちろん、本

学では学科レベルで年間に数回の常勤・非常勤を交え

た教員の懇話会を設けることはあるが、いわゆる本音

交流が実現できる場を目的にはしていないと思われる，

よって、個人支援のニーズのある教員、あるいは授業

(2)FDカウンセラー＆アドバイザー制度の設置

これは授業評価アンケートの結果に対する様々な考

えや想い、悩みなどについて相談する窓口を一元化さ

せて、相談機会や個別改善支援を制度的に設けるとい

うものである。前述の通り、結果に対して感情レベル

での悩みを抱く対象は、初期段階ではかなり想定され

る。よって、相談の始まりが「怒り」や「悲壮感」で

あることをも考慮に入れて対応にあたる必要がある。

そのため、即“専門的アドバイザー”ではなく、まず

“カウンセラー”なのである。これまで多くのケース

の場合、前向きに改善を目指そうと思い至ったところ

を出発点とされているが､苦情であれ､腹立ちであれ、

感情レベルの露呈をも1つのチャンスと考え、これを

出発点とする発想があっても良いと思われる。

そのため、 FDカウンセラーとして担当する教員は

当然ながら教育方法論などの専門的知識のみならず、

カウンセリングマインドをきちんと有し、相談スキル

について相応のトレーニングを積んだ者が望まれる。

その上で、前向きな改善意識が醸成された場合に、
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評価結果について感情レベルで前向きに受け入れるこ

とが難しい教員が存在した場合に“駆け込み寺的に”

機能すべきものであり、ただし、その門はいつでも開

いていることが望ましいということを付記しておきた

1，

V’ハ

ビアスーパーバイザーからのコメント

本学における「学生による授業評価アンケート」もほ

ぼ定着した感があるが、評価結果をどう活かすかとい

う点については、まだまだ検討の余地があり、今後議

論を重ねていかなければならないという思いが強かっ

たが、これからの議論に有益な方向性を示す優れた内

容の論文である。特に、評価結果やアンケートそのも

のに対する感情レベルでの反応については案外気づか

ず見逃されやすい部分ではあるが、大変貴重な要素で

あるだけに、その部分をも視野に入れたフォローアッ

プ体制についての考察は本学にとっても大いに役立つ

知見であると言えよう。 （担当：小林伸雄）
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第3類

栄養士養成課程における学内インターン実習制度の取り組み↑

森美奈子

MORIMmako

高齢化社会が進んだ現代において、人々が健康で長生きするためには、生活習↓|貫病の予防や

生活習慣病罹患者の減少が、社会的な大きな課題である。栄養士は人々の健康の保持増進、疾

病の治療などを食の面からサポートする重要な職務を担っている。特に、近年、幼い頃からの

食育教育や生活習慣病に罹患する前の一時予防のための栄養教育に力が入れられている。そこ

で、本研究では、栄養士養成課程において、免許必修科目である栄養教育論実習の授業の一環

として行った学内インターン実習の栄養士職業実践教育の取り組みについて報告したい。また、

児童教育学科の学生を栄養指導対象者として選定し、将来、子ども達の食育教育担当者として、

食育の重要性を認識する動機付けになることを目的とする学科間を越えた交流授業の取り組

みであることも併せて報告したい。

キーワード：栄養指導、職業実践教育、食育、学科間交流、自己有能感

学生を選定し、食育の重要性を認識する動機づけの機

会になるかという効果も探った。そして、この実習を

通して、両学科の学生に、どのような意識変化が起き

たかを調査した。

1． 目的

栄養士法第一条に、「栄養士とは都道府県知事の免許

を受けて、栄養士の名称を用いて栄養の指導に従事す

ることを業とする者をいう｡」という条文が記載されて

いる。栄養士は、人々の健康づくりをサポートするた

めに、様々な角度から栄養指導のアプローチを試みる

ことが業務の要である。具体的には、対象者に合わせ

た献立の作成と食事の提供、これに付随する栄養指導

を行うことである。対象者にとって望ましい食生活の

行動変容に導くためには、個々人の生活習|貫や食習|貫

に合わせたオーダーメイドの栄養指導が必要である。

また、効果的な栄養指導をするためには、栄養や食品

に関する専門的な知識に加え、栄養アセスメントやプ

ランニングなどの栄養ケアマネジメント能力も求めら

れる。さらに、カウンセリングやコーチングのスキル

も求められる。そこで、栄養士養成課程の学びの集大

成として、この実習を位置づけ、卒業後の栄養指導業

務の職業実践教育として、学内インターン実習を行っ

た。

調査対象者としては、将来、子ども達の食育教育の

実践者である幼稚園教諭、保育士を目指す児童教育の

2方法

実習期間：平成20年12月10日一平成21年1月16日

実習実施者：家政学科栄養士コース短期大学生

2年生40名

調査対象者：児童教育学科短期大学生2年生42名

調査方法：家政学科食物栄養専攻栄養士コースの学

生が、児童教育学科の授業に3回にわた

って入り込み、アンケートや食事調査、

栄養相談などを実施した。

1回目：実習の目的、内容の説明、協力のお願い、

個人情報保護遵守の説明、食事バランス

チェック、食行動アンケートの実施、食

事調査用紙の配布・説明、メールアドレ

スの交換

2回目：食事バランスチェック・食行動アンケー

ト、食事調査用紙の回収

16
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3回目：栄養相談、実習アンケートの回収

3実習内容

3．1 インターン実習に取り組む前に

栄養指導を行うにあたっては、対象者の食習慣、生

活習|貫、身体状況、食物摂取状況などのデーターを収

集し、客観的、科学的なアセスメントを行い、個々人

の状況に応じて、栄養指導計画案を作成しなければな

らない。この実習は、栄養教育論実習の授業の一環で

あることから、予め予備実習として、栄養士コースの

同じクラスの学生を対象に栄養アセスメントを行い、

栄養指導計画案を作成し、計画案に基づいて、栄養士

役と対象者役に分かれて、実際の栄養指導を想定した

栄養指導のロールプレイングを行った。また、予め栄

養指導に必要なカウンセリングやコーチングの基礎知

識を教育した。このロールプレイングにより、学生は

他人に分かりやすく栄養指導をすることの難しさを実

感したと同時に、栄養士コースの学生間では、いつの

間にか専門用語を使用し、専門知識を知っていること

を前提にした指導内容になっていることが半l1明した。

将来、栄養士として様々な対象者に栄養指導をする

ためには、専門が違う学生を対象とした方が、より実

践的な栄養指導の計||練になるのではないかと推察され

た｡また､児童教育学科の授業に入り込むにあたって、

食や健康に関連した授業科目間で実習を行い、双方の

授業内容に沿う形とした。

栄養指導アセスメントとプランニング

・食事調査の分析

24時間思い出し法食事調査表､写真メールの映像

により、食事摂取量を解析

↓
「らくらく栄養相談EX」ソフトを使用して、

栄養価計算、食事診断チャートを作成

↓
栄養指導計画案、食事アドバイスシートの作成

身体状況調査、食行動分析アンケートの分析

↓
肥満度の算出、栄養指導計画案、食事アドバイス

シートの作成

／

ノ
I

R

且

J1
〆

32インターン実習の流れ

、
1

房データー収集

・身体状況調査

身長、体重、問診表による自覚症状の間き取り調

査

・食事内容調査

食事バランスチェック表アンケート

24時間思い出し法による食事調査法の記入

摂取した食事、食品を写真撮影し、メールで

担当学生に送信

・食行動分析アンケート

、

I

、
栄養t法により、栄養士の名称を用いて栄養指導を行

うことは法律違反になるため、学生は栄養士見習いと

いう名札をつけて実習を実施した。且
17

栄養指導の実施

･担当学生が、葬像学生に栄養指導を実施する

反省・報告会

･今回の実習を振り却って、対象者の問

題点、栄養指導方法、反省点などを

スピーチして、情報交換を行う
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4結果

今回の実習が、両学科の学生にとって有効であった

かどうかを集合調査法アンケートにより調査した。回

答は、多項目選択回答方式で回答してもらい、実習の

取り組み自体の有効性と、栄養指導の効果についての

有効性の両面を調査した。

①今回の食事調査は面倒したか？

＜児童教育学科＞
図1 1

今回の食事調査は面倒でしたか？ n=42

担当した学生に適切に指導できましたか？

＜栄養士コース＞ 図2－2

担当した学生に適切に指導できましたか? n=40

l l l
まったく適切に指導できなかった

（○人）

あまり適切に指導できなかった

（ 13人）

■
一

き､つう〈12人

やや適切に指導できた

（12人）

大変適切に指導できた

（3人）Fr､
全く面倒ではなかった

（3人）

あまり面倒ではなかった

（15人）

ふつう(15人）

少し面倒であった

（7人）

大変面倒であった

（2人）

■■■

Ⅱ
Ⅱ
戸

O '0 ｸ0 30 40％

③担当した学生の態度は良好でしたか？

＜児童教育学科＞

担当した学生の態度は良好でしたか?

ﾛ■■

図3 1
0 5 10 15 20 25 30 35 卿

、＝42

I
全く良好ではなかった

（0人）

あまり良好で|土なかった

（0人）

ふつう(2人）

やや良好であった

（4人）

大変良好であった

（36人）

＜栄養士コース＞

図1－2

，=40今回の食事調査は面倒でしたか？

無回答

（1人）

全く面度ではなかった

（3人）

あまり面倒ではなかった

（6人）

ふつう(12人

少し面倒であった

（17人）

大変面倒であった

（1人）

■
一

20 40 60 80 100％

■
・

＜栄養士コース＞
図3 2

担当した学生の態度は良好でしたか? n=40

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45恥

2担当した学生の指導内容は適切でしたか？

＜児童教育学科＞
凶2 ］

担当した学生の指導内容は適切でしたか?n=42

全く良好ではなかった

（0人）

あまり良好ではなかった

（1人）

ふつう(5人）

やや良好であった
イハ1，

、ニゴヘノ

大変良好であった
'n門1，

kJ型ハノ

■■

丁
全く適切ではなかつオ

（0人）

あまり適切ではなかった(0人

ふつう(2人）

やや適切であった

（8人）

大変適切であった

（32人）

20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80％
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④今回の食事指導が、あなたの今後の食生活改善に

役立ちましたか？

＜児童教育学科＞
図4 1

今回の食事指導が､あなたの今後の食生活の改善に役立ちましたか?

、＝42

今回の実習が、あなたの今後の栄養指導に役立つと

思いますか？

＜栄養士コース＞
図5 2

今回の実習が､あなたの今後の栄養指導に役立つと思いますか？､=40

ド

’
一

I

全く役立つと患わない

（o人）

あまり役立つと思わない

（1人）

，S､つう(4人）

やや役立つと思う

（1 1人）

大変役立つと思う

（26人）

全く役立つと思わない

（0人）

あまり役立つと思わな

い（0人）

，§､つう(6人）

やや役立つと思う

（17人）

大変役立つと思う

（17人）

1

1
0 10 20 30 40 50 60 70％

卜

Ｌ

■

日

■今回の食事指導が、担当学生の食生活改善に有効で

あると思いますか？

＜栄養士コース＞
図4 2

今回の食事指導が担当学生の食生活改善に有効であると思いますか?

0 10 20 30 40 50％

5考察

、＝4，

今lnlの実習の取り組みは、指導者である栄養士コー

スの学生に面倒である（45％）と答えたものが多かっ

た。（図,-,,, 2）児童教育学科の学生には、食事調

査には、秤量法を用いず、目安量を記入してもらい、

（例：ご飯1609と表記するのではなく茶碗一杯など）

少しでも調査の負扣を軽くした．栄養士コースの学生

は、送信された写真メールの映像より、分量や食材を

分析し、菓子や加工食品については、企業のHPや電話

により、原材料や分量を分析した。また、分量や食材

の分かりづらいものは、個々にメールや面接で、対象

学生に聞き取り調査をした。予想以上に、菓子、清涼

飲料、加工食品の摂取量が多く、調査には手間がかか

ったために、面倒であると答えた学生が多かったと推

察される。

全く有効でない

〈0人）

あまり有効でない

（1人）

ふつう(13人）

やや有効である

（18人）

大変有効である

（8人）

■

0 10 20 30 40 50，

⑤今回の実習の取り組みは有効であったと思います

か？

＜児童教育学科＞
図5－1

今回の学内インタン実習の取り組みは有効であったと思いますか？n斗2

全く有効でない

（0人）

あまり有効でない

（0人）

，3，つう(6人）

やや有効である

（14人）

大変有効である

（22人）

１
１
角

学生より、送

信された写真

メーノレ

I

30 副ﾛ 6（10 4『。
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また、児竜教育の学生は、指導内容が適切であった

と答えるものが非常に多く（95.2％)、逆に、栄養士コ

ースの学生は、指導が適切であったと答えるものは少

なく（375％)、栄養士コースの学生の指導ﾉJの自信の

無さが覗われた。（図2－1，図2-2）

指導した学生、キ日当した学生の態度は、お互いに良

好であったと答える学生が多く、良好な雰囲気の中、

実習が行われたことが推察される。（図3 1，3 2）実

習に入る前に、今回の実習が、同じ短期大学で専門教

育を学ぶ学生の職業実践教育であることを十分に説明

していたため、非常に協力的な雰囲気で、実習に臨む

ことができた。

今回の食事指導が、今後の食生活改善に役立つかと

いう設問に対しては、両者とも役立つと答えたものが

多く、特に児童教育学科の学生に、大変役立つと思う

と答えたものが多く（61.9％)、今回のインターン実習

が児童教育の学生の食生活改善に役立ったことが分か

った。（図4-1,4 2）

今回の実習の取り組みの有効性については、両学科

とも有効であると答えたものが多く、栄養士コースの

学生においては、今後の栄養指導に役立つと答えたも

のが多く（85％)､職業実践教育の一応の成果はあった。

（図5 1,5 2）また、学科を超えた交流授業は、他職

種の鋤\にもつながり、学生の学習意欲向上への刺激

になるのではないかと推察される。

理栄養士を目指す動機付けの意味や、福祉施設や事業

所給食、保育所や幼稚園での栄養指導業務を円滑に行

うためにも、養成課程期間中の栄養指導実践教育であ

るインターン実習が、非常に意義のあることが、今回

の調査で分かった。

また、栄養士業務が、人々を健康の維持増進のため

の望ましい食行動の変容へと導く職務を果たすために

は、教育期間中から専門職としての“やりがい感”を

習得することは、専門職としての使命を実感する有意

義な体験となる。今回の学科間を越えた職業実践教育

の取り組みは、他の栄養士養成施設では、まだ行われ

ていない新しい試みであるので、今後、さらに実習内

容や方法を検討・改良して職業実践教育の取り組みを

続けていきたい。

今回は、将来、子供たちの食育指導担当者となる児

童教育学科の学生に、この実習が、食育の重要性を認

識する機会となることも目的のひとつであったが、ま

ずは、自分自身の食生活を改善することが、子供たち

の健全な食育指導につながる第一歩ではないかと考え

る。そこで、現在、本学の栄養士コースで既に実施し

ている学外食肯指導実習を、やはり学科間を超えた交

流授業の取り組みに発展させ、将来、同じ職域で仕事

をする栄養士と幼稚園教諭・保育士が、其々の専門的

立場からチームワークを組んで食育指導ができる人材

育成教育へとつなげていきたいと考えている。

尚、児童教育学科の学生の栄養素摂取状況について

は、別の機会に報告したい。

6結論

栄養士養成課程における、インターン実習は、学外

実習においては、免許必修科目として、給食管理校外

実習として1週間の実習が義務付けられており（管理栄

養士養成過程は4週間)、卒業後の就職先である事業所

や福祉施設で、インターンシッブ実習は実施されてい

る。しかし、大変短い期間での臨地実習では、栄養士

の給食管理業務を垣間見るだけで終わってしまい、栄

養士本来の業務である栄養指導業務までは実習できて

いないのが現状である。他の．・メディカル専門職養

成機関でのインターン実習期間は、看護師が1035時間

以上の臨地実習、薬剤師は10週間程度の臨地実習が義

務付けられている。将来、NST(栄養サボートチーム）

の一員として栄養指導業務に携わるには、栄養士養成

課程修了の学生は、 3年間の栄養指導業務の実務経験

を経て、管理栄養士国家試験合格後、管理栄養士を取

得する必要がある。学生時代より、上級資格である管
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先生が取り組んでこられた職業実践教育としての学内

インターン実習に関して、偶然にも以前先生ご自身から

少しお話を伺ったことがありました。先生の前向きな、

栄養士を目指す学生達への熱い思いが伝わってきたこ

とと、食育に対する私自身の思いとから、その時大変興

味を持ってお聞きしたように覚えております。

現場での栄養指導は､確かな知識と面接技術に裏打ち

された、おそらく人と人との出会いが重要な場なのでし

ょうか｡そこで保育者となる児童の学生が対象者となっ

て、自らの食生活を見直し、いずれ子供や保護者に“食

べる”意味を伝えていくこと。また学科を超えた交流授

業の取り組み。現場でチームを組むことの大切さなど、

論文の中から何層にもわたってテーマが提示され、刺激

を頂いたように思います。

論文を読み進みながら、反省・報告会での具体的なや

り取りや食事内容（写真も見てみたいです）など個々の

事例が知りたいという思いが強くなりました。それは、

別の機会に報告されるとのこと、読ませて頂くのがとて

も楽しみになっています。ありがとうございました。

（担当：番匠明美）
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第3類

学習集団の活用に重点をおいた授業実践

齋藤尚志

SAITOHHrsas〃

この論文は、 2006年から08年の間に、二つの四年制大学で担当した教職科目において

試みた、学習集団に重点をおいた授業実践の紹介と考察を行なうものである。授業実践の紹介

としては、導入段階での学習集団の形成、学習集団を活かした学習者一人ひとりの学習意欲や

問題意識の喚起、グループ討議につながる「書く」作業の実施、学習集団を介した評価のあり

方、などを紹介した。考察においては、紹介された授業実践に対する学生の反応や学習効果の

データ集積の必要性、学生への課題や質問のさらなる吟味、科目間連携、学習環境の改善など
を行なった。

キーワード：授業実践、学習集団､グループ討議

どであった。

1． はじめに

2方法
学生の無目的入学､無気力、学力低下､私語、内職、

大学のレジャーランド化、．…･･･大学生の質の低下が

嘆かれて久しい。しかし、そこには、大学が研究と教

育を担っているにもかかわらず、長い間、教育への関

心が乏しく、「教えたら学ぶ｣、だから「学ばないのは、

学生に問題がある」という雰囲気があったともいえる。

教育が学習者の学習への意欲や関心を喚起する、つま

り、学習への動機づけを不可欠とするにもかかわらず。

今回、私自身のこれまでの大学教育（授業）をふり

返る機会をいただいた。以下に掲げるすべてが有機的

に関係づけられて、授業が展開されたわけではない。

これまでに試みた事柄を紹介し、省みることで、今後

の授業研究の材料にしたい。とくに､学習集団（以ド、

集団と表記する｡）の役割や効果に着目し､そこから｢書

く」、「話す｣、「まとめる」などの学生一人ひとりの学

習活動を考え直してみる。

以下に掲げる方法は、2006年から08年の間に、

非常勤講師として担当した二つの四年制大学の教職科

目である「教育原理」（13回開講)、および、「教育の

課題」（14回開講）において試みたものである。学生

数は、各年度・各科目によるが60名から120名ほ

（1）学習集団づくり

第1回目の授業においては、講義概要、出欠・成績

評価の方法、私語や途中入退出などの問題行動の禁止

（教師と学生との契約事項の確認）などを説明するの

は当然であろうが、この時に、 6名から10名ほどの

グループからなる数個の小集団を作った。私が担当し

た学生には、一回生が多く、彼．彼女らは高校までに

教育とはどのような行為なのか、どのような論理や作

用をもつのかなど、教育について学ぶ機会をほとんど

もっていない。そのため、教育について個々に考え、

意見をもち、発表するというのは、意外と難しい。

そこで、授業中に一人ひとりの質問や発言を促す前

に、あるいは、個々に考えて意見を言くような質問カ

ードへの記述の前に、自分の考えを確認するとともに、

他人の考えを聞ける機会を用意しようと考えた。

とくに、机や椅子の配置は重要で、集団としてまと

まりやすいように、グループ内のメンバー全員が顔を

見合わせて会話ができることが大切である。机や椅了一

の移動が可能であれば、．の字型の配置が適していた。

．の字型の配置とは、教卓に対し、左、右、正面に学
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なやり方のため、学生に言くスキルが身につかな

い。

3 「レポート」という単一のカテゴリーにすべての

ライティングを押し込めているために、学生は目

的に応じた文章の吾き方を意識することを身につ

けることができない。

3。について補足する。一言で「レポート」といっ

ても、意見や感想を吾くものもあれば、何かの事象や

出来事の調査や説明をするもの、さらには、自らの課

題を設定し、調査し、論証するような学術論文の体裁

で書くようなものまで幅広い。学術論文の体裁で書か

せようとするなら、頭に描いたイメージを文章化する

ところからはじめ、必要なことを必要な方法で調べ文

章としてまとめるスキルが不可欠になる。一つの科目

でこれらの書くスキルを身につけさせることは困難で

あるが、重点的に指導していくことはできる。

私の授業でも「吾く」作業を重視する。とくに、集

団の役割や効果に着目し、そこでのグループ討議につ

ながる「言く」作業を意識した。そして、先にも述べ

たように、私の授業では一回生の受講者が多かったた

め、頭に描いたイメージを文章化することからはじめ

た。とくに、グループ討議を重視するため、箇条耆き、

ないし、一文（主語述語が一つずつの文章）で書く

ことを指示した。それは、事前に、ある課題に対して

各自が耆いたものがあった方が議論しやすいからであ

る。さらに、その吾かれたものが箇条耆きや一文なら

ば、短い時間にグループ内で読み合わせができ、同一

意見を集計し、意見の違いを明らかにし、違いについ

て議論がしやすいからである。

また、グループ討議の際には、司会者と記録者を決

めるよう指示する。また、討議後のグループ発表の場

を設ける場合には、発表者も決めておいてもらう。グ

ループ討議をするたびにすべての学生がいずれかの役

を順番で担うようにする。役と討議内容・結果につい

ては､毎回､記録して､討議終了後に提出してもらう。

10名のグループでもグループ討議を5回組んだだけ

で、必ずだれもがいずれかの役を担うことになる。

こうすることによって、学生へのフィードバックも

しやすくなる。先の池田らの指摘によれば、学生が書

いたものには、言くスキルを身につけさせるために、

教師がコメントを付しフィードバックする必要がある

とあった。しかし、 60名から120名の学生になに

かを書かせるたびにすべての学生の文章に私がコメン

トを付すというのも困難な作業であった。

生が位置し、左と右は対面する形を取り、グループご

とに着座させる。こうすれば、教師が説明する場合で

も教師と学生が対時しており、説明に適したスタイル

となる。また、グループ討議をする場合でも、まとま

りやすく、討議内容の発表においても他のグループの

発表者を見て話を聞くことができる。また、グループ

同士の議論のさいも同様である。さらに、議論中の学

生の状況も把握しやすかった。

（2）自明性（当たり前）を問う

第2回目の授業において必ずすることとして、各自

が当たり前だと考えていることから疑ってみることを

うながす。教職科目を学ぶからではなく、「学び」の最

初の一歩と位置づける。

課題は二つで、まずは学生一人ひとりに考えてもら

う。一つは、人間について説明すること。もう一つは、

子どものイメージを10個吾くこと。詳細は省くが、

ほとんどの学生が「人間」を「おとな」に置き換えて

説明するため、子どものイメージとして耆いた「かわ

いい｣、「無邪気｣、「わがまま」などが「人間」の説明

のなかに書かれることがない。さらにいえば､「おとな」

だけでなく「健常者」や「日本人をはじめとする先進

諸国の人々」が暗黙のうちに前提となっていることに

気づく。これは、井上・笹倉『育つ．育てる・育ちあ

う」に載っているものである。

他にも、教育や子どもについて考える上でよく用い

られる「個性」や「心」などの語を題材にして自明性

を問うことができる。先の人間などの説明が学生個々

の作業として展開したのに対し、これらはグループ活

動として、意見交換させ、他者との違いや自身の固定

観念などをさらに気づかせていく。ここでは、先の人

間などの説明の際に抱いた疑問なども発言として出て

くる可能性もある。それらの疑問は机間巡視の際にす

くいあげ、意見交換後のグループ発表の場で紹介・対

応していった。

（3）吾く・話す．まとめる

旧来の大学の授業は、試験を受けるか、学期末レポ

ートを「吾く」ことで評価をした。このようなあり方

に対しては、次のような問題点が池田ほか『成長する

ティップス先生』において指摘されている。

1．フィードバックがないため、学生は吾くことを

通じて学ぶことができない。

2．コースの最後に一回だけ耆かせるという単発的
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そのため、学生一人ひとりの文章に私がコメントを

付すのは2回までにして、あとはグループごとにまと

められた文章にコメントを付し、返却後にグループご

とに確認させる、あるいは、発表の場を設けた場合に

は発表者との応答を介してフィードバックを行なった

直接コメントを付さなくても、グループ単位の文章や

グループの代弁者である発表者への対応によって、一

定のフィードバックはできる。また、発表者と私のや

り取りの際に、グループの他のメンバーが発表者を助

けるという場面がたびたびあり、学生の授業への参加

意識を刺激するものになったとも考える。

さらに、集団のなかで学生一人ひとりのことを考え

ていこうとすれば、受講者数の制限、複数担当制やア

シスタントの配置、一律に90分とされる授業時間の

変更をも含めた学習環境の整備にまでふみこんだ授業

のあり方が問われていかなければならないであろう。

学習環境の整備について、一点だけ指摘する。それ

は、多くの大学が、机や椅子の配置に一斉授業型（教

卓に対して対面するもの）を使用している点である。

とくに、基礎科目や一般教養とされる科目は、一斉授

業型の中・大教室を用いている。一斉授業型は、そも

そも集団を活かす授業が展開しにくいという欠点があ

る。教師が十分な注意を払わなければ、あるいは、十

分な注意を払っても、学生の集中力や意欲は低下し、

深まりのない議論に陥り、私語や雑談を誘発すること

になる。「教える／学ぶ」以前に、それらを支える「教

える／学ぶ」環境をどのように整えるのかということ

も大切な視点であると考える。

3． 考察と課題

まず反省点として挙げなければならないのは、上記

の授業の工夫に対する学生の反応や学習の効果を示す

データが提示できていない、あるいは、それらのデー

タに基づいた報告ではないということである。これは、

教育実践研究として報告するために行なった授業の工

夫ではないからではあるが、今後はそれらのデータ集

積を第一の課題とする。

次に、私が担当した科目が教職科目であったため、

大学の他の科目に比べれば、学習意欲や問題意識の高

い学生が多く、彼．彼女らがグループ討議をリードし

ていってくれた。私の十分に練られていない抽象的な

質問や疑問なども彼.彼女らを介して集団のなかで読

み解かれ、グループ討議へと進展したこともあった。

そのことを考えると、質問や課題の吟味はなによりも

重要といえる。

また、特定の学生がリードするということは、それ

以外の学生の意欲や関心がどのように深まったのかと

いう疑問も生じてくる。集団のなかで、学生一人ひと

りが意欲や関心を深め、意見をもち、発信していける

ような工夫もしていかなければならない。そのために

は､今後も「吾く」作業を重視していく上で、改めて、

どのような吾くスキルをどの時点で、さらにはどの科

目で、身につけさせていくのかが問われてくるであろ

う。

ここに紹介した授業は教職科目のなかの基礎科目で

ある。基礎科目間、基礎科目と専門・応用科目との関

わりのなかでも考えていかなければならない。ちなみ

に、現在、私は中学校二種免許（家庭・美術）取得の

ための科目のほとんどを担当している。今後、上記の

課題に複数のｷ日当科目を通して考えていきたい。

4 引用文献・参考文献

赤堀侃司編『ケースブック大学授業の技法」 有斐

閣1997

伊藤秀子ほ力編『ガイドブック大学授業の改善」有

斐閣1999

池田輝政ほか『成長するティップス先生一授業デザイ

ンのための秘訣集」 玉)||大学出版部2001

井上寿美･笹倉千佳弘『育つ．育てる・育ちあう」 明

石耆店2006

ビアスーパーバイザーからのコメント

本論文は、大学教育における今日的な諸問題について

言及し、これらを踏まえた授業作りのあり方について、

著者の経験をもとにわかりやすく記述されており、

様々な分野の教員にとっても共通する内容であり、参

考にしやすい内容であると思われる。特に、「書く」ス

キルについては、昨年の関西地区FD連絡協議会のシ

ンポジウムでメインテーマとして掲げられており、今

日の大学生に対する基礎学習能力の育成からアカデミ

ック・ライティングの指導に至るまで多くの課題が示

されている。本論文では、日常の教育実践で学生がそ

の文章を｢どう使うためにどう書くべきか｣ということ

を意識させることの大切さが具体的に示されており、

例えば、グループ討議で効果的に利用するためには箇
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条耆きや一文で記すことが望ましい、というように学

生にとってその後の成果が実感しやすい酉濾がなされ

ている。私たち教員は、学生の基本的な学習行動に対

し、その効果を十分に検討することや細やかな配盧を

重ねることの重要性をより具体的に考えるべきだと思

われる。 （担当：森田健宏）
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第3類

高等教育の被服造形実習における

基礎段階のあり方に関する－考察

内田直子

UCHIDANaoko

被服造形実習における、高校までの経験の実態と、短期大学で学んだことに関する満足度や

技術の理解度を調査し、短期大学での被服造形実習の基礎段階の学習のあり方と今後の方向性

を検討した。調査方法は、l年次の履修者に質問紙法によるアンケート調査を学習初回の4月

とl年次最終回の1月に実施した。その結果、中等教育では簡易な被服製作や手芸が多く、取

り扱われた種類も多様であった。短期大学で1年間実習を学んだ学生の達成感、満足感、充実

感はいずれも80-90%を示した。しかし、技術の理解については、すべて一人で完壁にわかっ

ているとは言い難い。このことから、被服造形実習の基礎段階においては、高校までの基礎部

分を導入しながら、常に理解のフィードバック、並行して課題製作過程の節目毎に達成感を味

わえる仕組みが必要であると思われる。

キーワード：被服造形実習、某礎段階、技術理解、達成感

しての状況を考慮し、具体的な実習課題として、「ファ

ッション造形実習I」では､基礎縫い､基礎ブラウス、

裏地ｲ､lきスカート、「ファッション造形実習Ⅱ」では、

ワンピース、簡易パンツを設定している。

このような状況下で、履修学生の高校時代の家庭科

は、「家庭基礎」「家庭総合」「生活技術」の3科目のど

れかを履修すればよいという選択の幅があり、学生の

高等教育機関入学前までの家庭科等での実習経験は、

結果的に出身高校や出身科によって履修した科目の内

容や取り扱う教材などによって多様となっている。こ

れと並行して､近年の学習指導要領にみる被服領域は、

実習課題の簡易化、軽減化の傾向がみられる。2）

このため、大学生の技能と被服製作体験の関連性3）

や被服製作に対する意識と縫製技術習得の実態4)、製

作時における巧徴性について5)などの研究があり、他

学でも平易化した内容の中等教育を経た学生における、

高等教育での製作実習のあり方について、常に検討が

なされている。

本稿では、特に著者が担当している「ファッション

1． はじめに

本学家政学科ファッション専攻では、造形領域の学

習科同として「ファッション造形実習」])を1 ,n,mと

段階を追って履修するようにカリキュラムを組み( I

はl年次前期,Ⅱはl年次後期,Ⅲは2年次前期に開講)、

このうち、必修科目は「ファッション造形実習I」の

み、それ以降は選択科目としている。ただし、専攻で

示している履修プランの「ファッションクリエート系」

の科目を修めたい者は、「ファッション造形実習Ⅱ」を

「原則として履修する科目」としており、履修プラン

の「販売・コーディネート系」の科目を修めたい者に

も「履修するほうが望ましい科目」として位置づけて

いる。この他に、（社)衣料管理協会の衣料管理士の資

格取得希望者には「ファッション造形実習Ⅱ」は必要

科目となるため、事実上「ファッション造形実習Ⅱ」

までは多くの学生が履修する状況にある。

上記のカリキュラムでの位置づけや資格取得科目と
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カート」が取り扱われ、その他の作品種類も多様であ

る。実際、個別回答をみると、被服系高校出身である

といろいろな作品に取り組んでいるが、普通科高校出

身では家庭科担当教諭の得意分野や学校のカリキュラ

ム構成などの都合で、被服作りのところもあれば、手

芸などで終わるところもあり、実に多種多様である。

以上の結果より、「ファッション造形実習I」という

本専攻での基礎段階では、この様々な背景をもった学

生が履修していることになる。

造形実習I ,Ⅱ」の履修者の短期大学入学までに受けて

来た中等教育の実態や、短期大学の授業においての意

識調査等から、高等教育の実習における基礎段階のあ

り方を検討し、今後の方向'性を検討したい。

2．方法

2.1調査対象及び時期

調査対象者は、実習の受講前調査を「ファッション

造形実習I」の履修者31名に対して2008年4月に実

施し、同じく 1年間の受講後調査を「ファッション造

形実習Ⅱ」の履修者25名に対して2009年1月に実施

した。

表1 中学生､高校生時の製作作品一覧

高校生時

作品名 件数

中学生時

作品名 件数

スボン､パンッ

ェブロン

スカート

カバン､巾着など

浴衣

じんくい

人形､おもちゃなど

マフラー

ブラゥス

シャッ

チヤイナドレス

ドレス

刺繍

手袋

パジャマ

Tシャツ

ベスト

さしこ

トッブス

ワンピース

タンクトップ

ジャケット

女児服

スーツ

刺繍ｸｯｼｮﾝ

帽子

テッシュカバー

三角巾

お弁当袋

赤ちゃんの肌着

はつぴ

エブロン

カバン､巾着など

人形､おもちゃ

お弁当袋

スボン､パンツ

クッション

三角巾

スカート

浴衣

シューズ入れ

テーブルクロス

座布団カバー

縫いの練習

０
６
６
６
４
４
３
３
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
０
４
４
３
３
１
１
１
１
１
１
１

１
１2.2調査内容

受講前調査の内容は、(1)中学生、高校生時に製作し

たもの、(2)授業への希望、(3)1年次後期開講の「フア

ッション造形実習Ⅱ」の履修希望の有無についてであ

る。

受講後調査の内容は、(1)入学する前の実習の経験度

(2)技術の向上度、(3)履修後の達成感、満足感、充実

感、苦労の度合い、(4)部分縫いの理解度、(5)2年次前

期開講の「ファッション造形実習Ⅲ」の履修希望の有

無についてである。

2.3調査方法

調査は質問紙法を用い、質問項目は選択式と自由記

述式を併用した。また、受講前と1年後の受講後の同

一人の変化をみるため、学籍番号を整理番号として記

させた。回収率は100%である。

※実習経験なし 1

複数回答あり

3． 結果および考察

3.1 中学生・高校生時に製作したもの

中学生・高校生時に製作した作品として、覚えてい

る限り全て列挙させ、記述のあったものを人数別にま

とめたのが表lである。中学生時は、「エプロン」「カ

バン」などが主流であり、過去の教育課程にあった「ズ

ボン・パンツ」は3件、「スカート」は1件、この他着

装するものとして｢浴衣｣ 1件であった。このうち、「ス

カート」「浴衣」は同一回答者であったため、31名中4

名にあたる12.9%が､現代の中学生としては比較的難易

度の高い作品を製作していた。

高校生時においてようやく「ズボン・パンツ｣、「ス

※実習経験なし 2

複数回答あり
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なりある」「ややある」「わずかにある」「無い」のどれ

であるかを自己申告の形で問うたところ、図lに示す

ように「わずかにある」48%、「ややある」36%と、多少

の経験があると思っている者は84%、「無い」16%で、高

校時代に数多く取り組んできた学生でも、「かなりあ

る」という認識は持っていない結果であった。

3.2短期大学での授業への希望

自由記述であったが48.4%の者が記述した｡その内容

は表2のとおりである。高校時の豊富な実習経験から

積極的に取り組みたい者、経験はないが前向きに取り

組みたいと思っている者、逆に、ほとんど経験がない

ためこれからすることに不安を感じている者、または

経験したことによって苦手意識がある者、と前向きに

捉えている者と気後れしている者とに大きく二分され

ている傾向がある。

非常にある
000

かなりある無い

勺… ややある
3600表2授業への希望

いろいろなものを作りたい。

高校の時がすごく楽しかったので､楽しくやりたい。

わずかIこある普段にも着られる服もつくってみたい。
48％

図1入学前の洋裁実習の経験できるだけ多くの作品を作りたい(自分で着られる胴

とにかく最低限のことはできるようにしたい｡(出来るよ

うにします）楽しい授業になればいいなと思う。
3.4洋裁技術の向上度

3．3の調査結果を踏まえ､｢短大に入学した頃に比べ、

では現在、洋裁の技術が向上したと思うか」を「とて

もそう思う」「ややそう思う」「どちらでもない」「あま

りそう思わない」「全くそう思わない」の5段階評価で

尋ねた。結果は図2に示すように、「とてもそう思う」

16%、「ややそう思う」76%と、92%の者が多少なりとも

向上したことを意識している。特に、入学する前に実

習経験の「無い」16%は、全員「ややそう思う」と回答

している。

型紙などの書き方をしっかり学びたい

自分の技術を磨きたい。

今のところ造形の方は希望していない｡けれど､習っ
ておきたい。

知識がほとんどないので､基礎からしっかり学んでい

きたい。

縫い物とかミシンが苦手なので､ゆっくり進めて欲し

い。

中学､高校と全くミシンを使う機会がなかったので､わ

かりやすく教えてほしい。
あまりそう

思わない
0％ゆっくり学びたい。

全くそう恩わなL
0％

わかりやすく教えて欲しい。
とてもそう

16％

一
つ

田
心どちらでもない

8％

縫ったりするのが大の苦手である｡高校の時から失敗

したりした｡なのでもっと上手くなりたいと思っている。

デザインは前から得意で､楽しみである｡少しは上達

できるように頑張りたい。

裁縫は嫌いではないが本当に不得意だ｡みんなにつ

いていけるように努力します｡頑張る気はあります。

3.3入学す~る前の実習経験について

1年次の｢ファッション造形実習Ⅱ｣を終えた時点で、

1年間の学習成果を再認識させるために､改めて入学す

る前の｢洋裁の実習の経験｣について｢非常にある」「か

ややそう思う

76m｡

図2洋裁技術の向上度
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3.5学習を終えての達成感等の意識

「ファッション造形実習Ⅱ」を終えた時点で達成感、

満足感、充実感がどうであったか、「とてもある」「や

やある」「どちらでもない」「あまりない」「全くない」

の5段階評価で尋ねた。結果は図3に示すとおり、達

成感、満足感、充実感はともに、「あまりない」「全く

ない」と回答した者はなく、「とてもある」「ややある」

と肯定的な回答した結果を合算すると96%、92%、84％

となり、全体的に多くの学生がこれらの感情を肯定的

に抱いている。特に達成感は、この3つのうちで「と

てもある」の評価が高く、課題を仕上げることによっ

て、この感情が培われていったと思われる。

ただし、充実感は「どちらでもない」16%とこの値が

達成感や満足感の結果より高かった。この回答をした

者は技術の向上が「どちらでもない｣、または、満足感

が「どちらでもない」などと回答した者にみられたこ

とから、充実感というものは、学習時間に対してかけ

た労力が見合っていたか、負ｷ日だったか、などに左右

されるのではないかと推察される。

どちらでもない繕あまりしない叢全くしない

蕊一~§‘ ，40

灘とてもした蕊ややした

灘苦労しましたか？

ｰ､､一一一

oaO 1脇

『
ｑ
】

2“ 30％ 4い ”も 6酷 70､ 8院 9が0 1”％

図4苦労の度合い

3.6学習した基礎縫いの理解度について

「ファッション造形実習I 」の最初の課題として学

習した基礎的な縫い方について、1年間経過した今、ど

の程度理解しているかを自己採点として評価してもら

った。その結果が図5である。何回も実習中に出てく

るものは「一人でもわかる」であるが、1，2回程度し

か使わない縫い方は、一人で出来るものは少なく、大

半は本を見るか、人に縫い方のヒントを言われて思い

出す結果となった。

本来なら、この時点でどの学生も一人でわかるが一

番望ましい結果であるが、そのようになっていない現

状を改善するためには、後期の最初や半ばに実技確認

をするなどで、マスターした技術を常にフィードバッ

クさせ、記憶に定着させることが必要であると思われ

る。

とてもある議ややある どちらでもない鰯あまりない窃全くな

零
佃
口
‘

:

ｖ
噂
守
『
垂

52 4 0l）達成感

I
－
４

窯一人でもわかる鍵本をみればわかる癖言われればわかる撫よくわからなし8282）満足感 0

]切りじつけ＝‘:…｡’…、12 12 4：

‐ 、露……蝿…"48 "2普通まつり 蛍 36 ’ 1Z 4

3流しまつり… 36 驚蹴6 -8

f4臭まつり 16－;…欝絢“ 48 …浄一

⑤渡しまつり 薑 一…20 -
6普通千鳥がけ一…24“ 4

7塁止め識蕊蕊議鐸蕊貴謹蟻 36 ＃2 f2

0， 10＄ 20％ 3齢 40％ 5暁 60％ 70％ 80% 9㈱ 10暁

図5 基礎縫い理解度

’ 24 16(3)充実感 0

0％ 1脇 2“ 30、 40､ 50％ 600､ 70.0 80.0 90％ 1001

図3学習を終えての意識

さらに｢製作をしていく上で苦労したか｣について、

「とてもした」「ややした」「どちらでもない」「あまり

しない」「全くしない」の5段階評価で尋ねた。その結

果、図4に示すとおり「とてもした」52%と過半数以上

の者がとても苦労を感じており、「ややした」42%を含

めると、92%と大半の者はなんらかの苦労を感じていた。

しかし、一方で「あまりしない」「どちらでもない」と

回答した者もおり、この回答者は個別データでみると

高校の時に比較的多くの作品を仕上げていた者であっ

た。そのため高校からの学習が短期大学で復習となっ

ているため、未経験者より苦労は感じなかったのであ

ろう。

以上から、今まであまり実習経験がないことが、こ

の苦労と結びつき、その結果、課題作品を仕上げた時

は、その気持ちが達成感として昇華され、この達成感

の評価が高くなったのではないかと思われる。

3.7上位段階科目への履修希望率とその実際

受講前調査で「ファッション造形実習Iの後、ファ

ッション造形実習Ⅱを履修したいか」を聞いたところ、

「履修を考えている」は71.0%、「履修を考えていない」

は3.2%、「まだわからない」は25.8%の結果であった。

その後、実際に「ファッション造形実習Ⅱ」を履修

した者は80.6%で、このうち、段初から履修を考えて実

際履修した者は58.]%､履修を考えていない、またはま

だわからないとしながら､結果的に履修した者は22.6％
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であった。履修するかわからないとしても、受講した

授業での体験や自信から積極的に取り組もうと考えて

いる者、または資格取得への意欲から見いだされる必

要性等で、最初は苦手意識のある学生も、授業での成

功体験や科目の必要性を認識させていくことにより、

関心を十分持たせられる可能性があることが伺える。

だだ、逆に希望していても結局履修しなかった学生

も12.9%おり、この学生たちは上記の成功体験が見いだ

せなかったように思われる。このような学生が一人で

も少なくなるよう、毎回の進度の中での達成感を感じ

させる方法、例えば、毎回、達成したことを視覚化す

るなど、今後より検討していきたい。

さらに、この「ファッション造形実習Ⅱ」を履修し

た者(25名)のうち、2年次の「ファッション造形実習

Ⅲ｣の｢履修を考えている｣とした者は88.0%であった。

実際の履修の有無は新年度にならないとわからないが、

少なくとも意識の上では、「ファッション造形実習I」

の時に「ファッション造形実習Ⅱ」の履修希望が71.0%

であったことと比較すると、学習経験の深さと期間の

長さが、明確に次の段階に向かわせる原動力になって

いると思われる。

教育方法の検討が必要だと考える

5． 注および参考文献

(1)平成21年度より「ファッション造形実習」は、「ア

パレル造形実習」に名称変更となる。

(2)文部科学省:高等学校学習指導要領解説家庭編平

成17年一部補訂版,開隆堂,2006

(3)高森壽福山理恵:教員養成学部学生における手縫

い技能および被服の有効利用の実態と被服製作体験と

の関連性,熊本大学教育学部紀要自然科学,50,

pp.7988,2001

(4)田村和子,西原千代:大学生の被服製作に対する

意識と縫製技術の習得,高知大学教育実践研究,(20)，

pp.33-40,2006

(5)酉之園君子、中村民恵：女子短大生の被服製作に

関する手指の巧徴性について,鹿児島純心女子短期大

学研究紀要,第32号,pp.8392,2002

ビアスーパーバイザーからのコメント

4．まとめ
教育実践研究での｢基礎段階のあり方｣は重要な研究

対象と思われます。本論文は、まず幅広い見地から学生

の短期大学入学前の諸要素から起こし、短期大学入学後

の基礎、展開、総合と履修段階での役割・カリキュラム

構成要素として研究対象に本授業を定め認識すると共

に、資格取得のための実学であると定義して両義を満た

すよう研究目標を定めています。特に、今回の考察は、

調査対象の学生意識を統計の中でとらえ、技術唖革、苦

労の度合い、達成感等の関係を追求し｢常に理解のフィ

ールドバック｣が可能な方法をメカニズムの中から確立

しようとするもので、変化する学生意識の形態を捉える

ことの困難を超え、その経緯のなかにこそ学習の動機が

あると定め､結果､貴重な研究成果を得たと思われます。

（担当：北野正治）

本稿は、短期大学の被服の造形実習の某礎段階にお

いて、学生のそれまでの学習経験の実態と短期大学で

学んだことよって感じた満足度などや、技術の理解度

について調杳した。その結果、中学生時に製作したも

のは「エプロン｣や「カバン｣、高校生時では「ズボン・

パンツ」「スカート」とある一方で、簡易な被服や手芸

といったものも多く、全般に扱われた種類は多様であ

り、中には実習の経験が無い者もいる。

短期大学で1年間実習を学んだ学生の達成感、満足

感、充実感は、いずれも80-90%を示し、特に達成感に

関しては、苦労して取り組んだという意識と大きく関

わっていると思われる。ただし、技術の理解度につい

ては、部分縫いを例にとると、関わる回数の少ないも

のは、記憶に定着しているとは言い難い。これは常に

フィードバックさせる方法をとることが必要である。

以上から、被服造形実習の基礎段階においては、中

等教育の復習および学習していない学生の対処を兼ね、

中等教育でなされていたと思われる基礎部分を導入学

習とし、その後は、常にフィードバックのシステム、

並行して、課題製作過程の節目毎に達成感を味わえる
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第5類

実習不安の内容と変化（Ⅱ）

吉田康成

】℃SHIDAI殉sLma五

本稿では幼稚園の見学・観察実習に参加する学生の不安について調査し実習前後の変化を明

らかにすることを目的としている。女子大学生52名を対象として，実習前後に不安内容につ

いて自由記述形式の調査が行われた。その結果，不安の記述数は実習前(321)後(163)で減

少した。記述内容は，実習前では1.対応（子ども), 2.勤務態度, 3.技術の項目l1偵に割合が高

くこれらは全体の約6割であった。実習後では1.対応（子ども)， 2.技術，3.勤務態度であり

これらは全体の約7割であった。実習前後で劇的に減少したのは「対応（教職員)」「日誌」「勤

務態度」「人前での緊張」「意欲」の項目であった。実習後あまり割合が減少しなかった2項目

（対応（子ども），技術）についてさらに記述内容を分析した結果，実習前の漠然とした不安

内容が実習を経て具体的な不安内容へ変化したことが明らかとなった。競後に，実習指導につ

いての議論および指導についての提言が行われた。

キーワード：実習不安幼稚園女子大学生

のようなアドバイスをされたか」についても同様に記

述してもらった。

実習前および実習後の両方の調査に参加した者（52

名）を分析対象とした。すべての記述は2名の大学教

員によって以下の手続きで分類整理を行った。まず箇

条耆きの記述内容について, 1つの箇条書き内容に2つ

以上の表現が含まれていないかを確認した。1つの箇条

書きに2つの表現が含まれていた場合は，2つの箇条耆

きとして取り扱った。次に，民秋(2005）を参考に「対

応（教職員)｣，「対応（子ども)｣，「技術｣，「日誌｣，「勤

務態度｣，「人前での緊張｣，「意欲｣，「その他」の8項目

にまとめた。

(1)対応（教職員）：実習現場における教職員との関わ

りの表現（例「先生とうまくやっていけるか｣）を含ん

だ記述。

(2)対応（子ども）：子どもとの関わりの表現（例「子

どもとうまく関われるか不安｣）を含んだ記述

(3)技術：上･アノや絵本の読み聞かせなどの保育技術に

関する表現を含んだ記述。ただし本稿では便宜的にピ

アノや絵本の読み聞かせを「保育技術」として取り扱

った。また，子どものお手本になるという意味からお

1．はじめに

本稿は，幼稚園の見学・観察実習に参加する学生の

不安について調査し，実習前後にそれらがどのように

変化していったのかを明らかにすることで，実習指導

および養成校の学生指導に有効な内容はいかなるもの

かを検討することを目的としている。そのため，本稿

では先行研究（吉田・中田，2008）に基づき再度調査

を行い，学生の実情をふまえた実習・学生指導を実践

していくために有効だと考えられる具体的な提言を行

う｡

2.方法

調査対象は，兵庫県の短期大学に所属する1年生55

名。調査は，養成課程入学後，第1回目である幼稚園

見学・観察実習前の2008年11月4日（実習期間は11

月10-14日）および実習後の11月18日に行った。

調査内容は，「実習について不安なこと」についてA4

用紙に自由記述形式で箇条耆きしてもらったものを当

日回収した。また, 18日の調査では，「現場教員からど

3］
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箸の持ち方や鉛筆の持ち方も保育技術に含めて取り扱

った。

(4)日誌：「日誌を毎日きちんとかけるかどうか不安」

など実習日誌に関わる記述。

(5)勤務態度：実習中の行動体調管理や実習評価（例

「先生に言われたことをきちんとできるかどうか」「朝

起きられるか」「他の実習生と比べられるのが不安｣）

などの表現を含んだ記述。

(6)人前での緊張（行動）：人前で表現しようとするこ

とで生じる緊張や人前での行動に不安である（例「人

見知りなので挨拶や言葉遣いをきちんとできるか」「お

どおどせずにできるか｣）などの表現を含んだ記述。

(7)意欲：実習へ取り組む姿勢（例「先生に注意されて

へこまないか」「ちやんとやっていけるのか｣）に関す

る表現を含んだ記述。

(8)その他：上述した以外の記述内容。

態度｣，「技術｣）が全体の約6割を占めているのに対し

て，実習後は「その他」を除いてみていくと上位3項

目（｢対応（子ども)｣，「技術｣，「勤務態度｣）が全体の

約7割となっていた。これらの結果は，割合の高い上

位3項目は順不同であるが実習前後ともに先行研究

（吉田・中田2008)の結果を追認した(先行研究では，

実習前：1．「技術」2．「勤務態度」3．「対応（子ど

も)｣，実習後：1 ．「対応（子ども)」2．「技術」3．「勤

務態度」の順であった)。同様に，実習前後で割合が高

くなったのは「対応（子ども)」「技術」項目のみであ

り，それ以外については全て割合が低くなった（｢その

他」項目を除く)。

これらの結果より，調査対象となった実習生が実習

前に抱く不安の約6割は，「対応(子ども)」「勤務態度」

「技術」に関する内容に大別される。これらの項目の

序列についてはサンプル数や専門科目の学習状況の影

響により変動があると考えられるが，ここで重要なの

は，実習前の不安内容が, (1)不安の多くは「対応(子

ども)」「勤務態度」「技術｣の3項目に関すること，（2）

前述した3項目以外の不安項目は実践現場に身を置く

経験により解決される内容であることが示唆される。

3結果と考察

3-1 記述数の変化，項目の構成について

すべての記述をカウント（1つの箇条書きをlとカウ

ント）し実習前後で比較した結果，記述数は実習前

(321),実習後(163)であり実習前後で約半分に減少

した。

次に分類項目の構成比(表1）についてみていくと，

実習前では，「対応（子ども)｣ (22.1%),「勤務態度」

(21.8%),「技術」(15.6%),「対応（教職員)｣ (14.3%)

の順に割合が高く，以下順に，「その他」(10.3%),「日

誌」（9.0%)，「人前での緊張」（3.7%)と続き，最も低か

ったのが「意欲」（3.1%)であった。実習後では「対応

（子ども)」(46.6%)，「その他｣(17.2%),「技術｣(16.6%),

「勤務態度」（8.6%)，のll偵に害'1合が高く，以下順に，「日

誌」（4.9%)，「対応（教職員)」（4.3%)，「意欲」(12%)

と続き，最も低かったのが「人前での緊張」（06%)，

であった。

実習前では，上位3項目（｢対応（子ども)｣，「勤務

3-2項目ごとの比較

|xl 1は，実習前後でどのくらいの人が各項目につい

て記述を行ったかを示している。つまり，記述数には

関係なく 1人が実習前後で各項目に触れていたかどう

かの変化をみてみた｡その結果,実習前では，「対応(子

ども)」（90.4%)，「対応（教職員)」（76.9%)，「勤務態

度」（75.0%)，「技術」（59.6%)，「日誌」（55.8%)，「そ

の他」（5().4%)，の順で割合が高く「人前での緊張」「意

欲」(19.2%) ともに最も低かった。

実習後では,「対応(子ども)｣(71.2%),「技術｣(46.2%),

「その他｣(44.2%)，「勤務態度｣(25.0%)，「日誌｣(15.4%),

「対応（教職員)｣ (11.5%),「意欲」(38%)の順で割
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’

は，実習前後における「対応（子ども)」項目の記述内

容をキーワード毎に分類整理し13項目（表2)にまと

めた。

分類整理の結果,記述数は実習前(71),実習後(76)

であり実習後わずかに増加した（表2)。下位項目の構

成比は,実習前では｢関わり」(77.5%)，「名前｣(127%)，

「ケガ・安全」（4.2%)，「注意」（2.8%）の順で割合が

高く，「子どもの心」(1.4%),「気配り」(1.4%)につい

ては最も低かった（｢技術」（0.0%)，「声かけ」(0.0%),

「ケンカ」(0.0%),「泣く子」(0.0%),「援助」(0.0%),

「本実習」(0.0%),「その他」(00%)については実習

前に記述が出現しなかった)。

実習後では，「その他」(15.8%),「気配り」(14.5%),

「ケンカ」(13.2%),「援助」(9.2%),「注意」(92%),

「子どもの心」（7.9%)，「関わり」（6.6%)，「声かけ」

（6.6%)，「技術」（5.3%)，「泣く子」（3.9%)，「ケガ・

安全」（3.9%)，「本実習」（3.9%)，の順で害'1合が高く，

最も低いのは「名前」（0.0%）であった。全体の項目数

は実習前後で6から12項目に変化した（｢その他」は

除く)。害'|合の増減については，実習後に「関わり」「名

前｣「ケガ･安全｣の3項目が減少し,残りは増加した。

そこで,先の分析と同様に各項目について1人が実習

前後に触れたかどうかをみてみた（図2)。その結果，

「関わり」について実習前では52名中46名が触れて

いたが実習後では5名と大きく減少していた。しかも

「名前」については実習後に触れた者は全くいなかっ

た。

特に害'1合の減少が顕著であった「関わり」および｢名

前」の2項目について実習前の記述例を示すと，「関わ

り」では｢子どもとうまく関われるかどうか不安｣，「名

前」では「子どもの名前を憶えられるかどうか心配」

合が高く「人前での緊張」（0.0%）が最も低かった。全

ての項目について実習前より実習後で記述する者の数

が減少していた。

実習前では，「対応（子ども)」（47人）について9割

以上，「対応（教職員)」（40人）および「勤務態度」（39

人）については7害'1以上の者が記述しており，先行研

究とは若干異なるものであった（先行研究では，およ

そ9害'lの者が「技術」について，「対応（子ども)」に

ついては7='1の者が記述していた)。実習後では，「対

応（子ども)」「技術」「勤務態度」の順に記述した者が

多く（｢その他」を除く)，先行研究を追認していた。

ここでは特に，実習前後であまり大きな減少が見ら

れなかった「対応（子ども)」および「技術」項目に注

目したい。なぜなら，全ての項目について実習後に項

目に触れた者が減少したということは，実習前の漠然

とした不安は実習現場を経験することで解決する内容

であると考えられるためである。ところが，「対応（子

ども)」「技術」の2項目については，他の項目に比べ

て著しく減少しているわけではない。実習後でも，「対

応（子ども)」については約7割「技術」については4

割以上の者が記述しているということは，どういうこ

となのであろう。おそらく，実習前の漠然とした不安

内容から具体的な不安内容へと変化することで実習後

にも項目には触れたため大きく減少はしなかったと予

想される。そのため以下にそれぞれの項目の記述内容

をみていくことにする。

3-3「対応（子ども)」項目の内容について

「対応（~子ども)」項目に分類された記述について以

下の手続きで再度分類整理を行い項目ごとに実習前後

の記述内容の変化をみようとした。下位項目について
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等の内容となっている。これらの内容をふまえると，

実習前の学生にとって子どもとの対応そのものがイメ

ージのできない「漠然とした不安」である，と考えら

れる。そのため，実習後にこれら2項目の害'1合が減少

したのは，実習を通してそれぞれ具体的な不安内容ま

たは現実的な不安内容へと変化していったためと推察

される。その証拠とみなされるのが，実習後に新たに

出現した6項目（｢技術」「声かけ」「ケンカ」「泣く了-」

「援助」「本実習｣）である。しかもこれらは子どもと

の「関わり」について，どのような関わりの内容なの

かといった具体的な現象を示す項目となっている。さ

らに，これらの項目は実習後に触れた者が増加してい

る。したがって，子どもの関わりについて実習前の漠

然とした不安が実習後に子どもとの具体的な関わりの

内容に変化していったと考えられる。

「ピアノ」「リズム遊び」「歌」の3項目は実習後に割

合が増加したが,残り全ての項目は減少した｡そこで，

実習後に割合が増加した3項目について，下位項目内容

ごとに実習前後でどのくらいの学生がその内容に触れ

ているのかをみてみた（図3)。その結果,実習前では，

「ピアノ」(46.2%)，「手遊び｣(17.3%),｢絵本｣(13.5%),

「お箸」（5.8%)，「鉛筆」（5.8%)，の順に割合が高く，

最も低かったのは「プール」(1.9%) , 「リズム遊び」

(1.9%), 「歌」(1.9%), 「その他」 (1.9%)であった。

実習後では，「ピアノ」(40.4%),「手遊び」(5.8%),

「絵本」(1.9%),「リズム遊び」(1.9%),「歌」(1.9%),

の順に割合が高く，最も低かったのは｢お箸」（0.0%)，

「鉛筆」（0.0%)，「プール」（0.0%)，「その他」（0.0%）

であった。

「リズム遊び」「歌」は変化がなかったが，残りの全

ての項目は実習後に触れている者の数は減少していた

（図3)。ただし，「ピアノ」については減少しているも

のの，実習前後ともに4割以上であったのでさらに詳し

くみてみると，実習前に「ピアノ」に触れている人数

は24名であるが，そのうち実習後にも触れたのは半分

の12名であった。これは，実習前後ともに触れている

12名についてはピアノの技術そのものに不安を持つこ

とが推察される。けれども実習前では触れていなかっ

たが実習後,新たにピアノが不安であるという者が9名

出現した｡そこで,これら9名の記述内容をみてみると，

「子どもの前で声かけしながらピアノを弾けるのか｣，

「弾く速さを調節できるか」という子どもの対応を前

提としたピアノ技術と捉えられる記述内容（2名）とそ

れ以外のもの（7名）に分類された。

前者の2名については，ある程度以上の技術レベルで

あると推察される。しかし，残りの7名がなぜ実習前に

ピアノが不安であることに触れなかったのかについて

はよくわからない。

3-4「技術」項目の内容について

次に，「技術」項目に分類された記述内容についてみ

ていく。「対応（子ども)」項目と同様に再度分類整理

を行い実習前後の記述内容の変化をみようとした。下

位項目については，実習前後における「技術」項目の

記述内容をキーワード毎に分類整理し9項目にまとめ

た｡分類整理の結果,記述数は実習前(50)，実習後(27）

であり実習後に大きく減少した（表3)。下位項目の構

成比は,実習前では｢ピアノ」(48.0%)，「手遊び｣（18.0%）

「絵本」(14.0%),「お箸」(6.0%),「鉛筆」(6.0%)の

||頂に割合が高く，最も低かったのは「プール」(2.0%),

「リズム遊び」（2.0%)，「歌」（2.0%)，「その他」（2.0%）

であった。

実習後では，「ピアノ」（77.8%)，「手遊び」(11.1%),

「絵本」（3.7%)，「リズム遊び」（3.7%)，「歌」（3.7%)，

の順に割合が高く，最も低かったのは｢お箸」（0.0%)，

「鉛筆」（0.0%)，「プール」（0.0%)，「その他」(0.0%)

であった㈲

3-5実習現場でのアドバイスについて

ここまでに，実習生における実習前後の不安内容の

変化をみてきた。一方，実習現場の教員は，実習生に

対してどのような意見があるのだろうか。ここでは，

実習現場で教員からどのようなアドバイスをもらった

のか記述内容を調べた｡記述をカウントすると140であ

り記述内容を分類整理した結果,「関わり」(60.7%)，「態

度」（32.9%)，「日誌」（6.4%)，であった。

項目それぞれについての記述例をみてみると，「関わ

り」では，「子ども達が自分でできることはあまり手伝

表3「技術｣項目の構成比

実習前(50） 実習後(27）
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６
６
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０
０
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３
０
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１

内は記述数の総計
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漠然とした不安を減少させるものと，子どもと関わる

経験によって子どもの対応・保育技術についての漠然

とした不安をより具体的な内容に変化させるものがあ

ると示唆される。これらの観点から，実習指導に必要

な内容について議論していく。

前
後

習
習

実
実

口

圏

／

Ｆ１的

私
翻

０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
８
７
６
５
４
３
２
１

＄
§
も
、
＄
、
§
別
吊

4-1 実習環境からの学習

表lにおける「対応（教職員)」「日誌」「勤務態度」

「人前での緊張」「意欲」項目についての記述数をみて

みると，実習後に劇的に減少している。実習前の記述

内容でみていくと，「実習園の先生達は怖くないかな

ぁ」「日誌はちゃんと耆けるだろうか」「緊張せずにう

まくしゃべれるかなぁ」などから考えられるのは，実

習生にとっては経験の浅いあるいは経験の無いことが

要因となって漠然とした不安となっていることが示唆

される。

さらに記述内容をみていくと，例えば実習前に「対

応（教職員)」項目に触れた40名の大半は「先生達と

うまくやっていけるかどうか」という記述がみられた。

けれども，実習後では6名中4名しか記述していなか

った。また，「勤務態度」項目では，この項目に触れた

39名中15名は「朝起きられるか（遅刻しないかどう

か)」という記述がみられたが，実習後では13名中2

名だけであった。これらのことは，実習生にとっては

経験の浅いあるいは経験の無いことから起きる漠然と

した不安が，実習環境に身を置き現場を経験すること

で問題解決されていくと考えられる。また，不安の種

類によっては，漠然とした不安から具体的なものへ変

化していくのだと考えられる。したがって，実習後に

'll的に減少している不安項目については，「実習環境に

身を置く（参加する）ことで実習生が環境から学習し

問題解決される不安内容」であることが示唆される。

錘ｸ風&,EZj卜筐塁"と星野垂&，･診L-蕊
､

“L晶 &

手遊び 絵本 お箸 鉛筆 プール リズム遊び 歌 その他ピアノ 手遊び 絵本 お石 鉛筆 ブール ノズム逓ひ 歌 その他

図3「技術」下位項目の比較 (N=52)

わないで見守る」「ケンカをした時はお互いが納得いく

ように話を聞いてあげる」などの子どもの援助に対す

る内容と「寄ってくる子どもばかりではなく一人でい

る子にも目を向けよう」「給食のときも目を配り，気配

りをすること」などの，全体に注意を向ける内容とな

っていた。

「態度」では，「素早く行動するように」「おはよう

ございます，おねがいしますなどの挨拶は，元気良く

しつかり言わないと気持ちが伝わらない」など積極的

に行動する，挨拶をきちんとする内容となっていた。

「日誌｣では，「子ども達の行動を具体的に書くように」

「漢字を使う」などであった。

以上のことから，実習現場での教員からのアドバイ

スは, 1.子どもの発達に応じた援助の具体的方法, 2.

実習生としての学習態度，3．日誌の書き方，の3つに

集約される。

4.総合考察

本調査で対象となった実習生が実習前に抱く不安は，

その内容の大半が「対応（子ども)」「対応（教職員)」

「勤務態度」に関する漠然とした不安である傾向が認

められた。また，実習を経ることで｢子どもへの対応，

保育技術については実習後により具体的な不安内容へ

変化する」「その他の項目についての漠然とした不安は

大きく減少する」という傾向が認められた。実習現場

の教員アドバイスをまとめた結果からは，子どもとの

関わりおよび実習態度，日誌に関する内容となってお

り，子どもの関わりと実習態度についての内容が9割

以上であった。

以上のことから，実習生が抱く不安は，実習環境が

4－2漠然とした不安から具体的な発達の援助へ

実習後に劇的に減少していく項目がある一方で，「対

応（子ども)」「技術」についてはそうではない。これ

らの項目は両方とも先述した結果のように，実習前の

漠然とした「子どもとの関わりについての不安」が，

実習を経て具体的な不安内容に変化したため実習後も

大きな減少がなかったと考えられる。

例えば，「対応（子ども)」の「関わり」項目の不安

内容が実習後に変化したと考えられる5項目（｢技術(絵

本など)」「声かけ」「ケンカ」「泣く子への対応」「援助｣）

について記述内容でみてみると，実習前では「子ども
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と上手く関われるか」という記述が実習後には「ケン

カした時の話の聴き方」「すぐ泣く子の対応」「子ども

一人一人に気を配れるか」など子どもの対応について

の具体的な不安内容に変化していることがわかる。ま

た「技術」項目では，「リズム遊び」「歌」を除いて実

習後に全て減少している。

したがって，実習前の漠然とした不安は，実習を経

て減少するかより具体的な子どもの対応についての不

安内容に変化していくことが示唆される。

事後指導や実習先での実習内容の影響を受けやすいと

いう側面がある（梅田，2002)。これらの指摘と本稿の

結果に基づいて実習指導を考えた時に，不安内容の変

化した実習後つまり事後指導では子どもの発達に応じ

た援助についての学習を深化させる最適なタイミング

であるのかもしれない。

/-ぜ~ゾｰ､~~、 〆一､アヘ

ぐ~､〆､~､
もへの具体的な対応ﾉ〈
育妓徳」

一一一で

）

篦畿ン4-3現場教員アドバイスからの示唆

実習現場での教員からのアドバイスは, 1．子どもの

発達に応じた援助の具体的方法, 2．実習生としての学

習態度，3．日誌の書き方，の3つに集約され，大半が

「子どもの関わり方」に関するものであったことが明

らかとなった。この結果は，「一年間という限られた養

成期間内にもっとも力を入れて指導する必要のあるこ

とは，子どもに何をどう教えるかといった保育技術の

伝達ではなく，子どものより良い発達の援助者となる

ために，子どもを正しく理解する力を育てること」（安

藤, 2002)という指摘を裏付けるものである。つまり，

「子どもの関わり方」が，子どもの発達および内面を

理解した上で関わることが実習生には要求される。し

かし，このような「子どもの関わり方」について，養

成校での教育や学習環境では子どもの発達に応じた援

助や支援といった学習の深化をあまり期待できないと

言わざるを得ない。その理由として，学生と現場の教

員では認識の差にかなりのひらきがあること（高浜

2001), さらに，保育者の発達段階モデル(VanderVen,

1988)では，実習生・新任の段階として「実践をその

場限りの具体的なこととしてしかとらえられず，自分

自身の過去の経験や価値判断のみで対処することが多

く，子どもの発達からその行為の意味やつながりをみ

ることができない」（秋田，2002）と特徴づけられてい

ること，が指摘されているからである。

では，‐一体どのような実習指導や学習が望ましいの

だろうか。高浜(2001)は「学生が自分自身の保育観

や発達観に気づき，それを意識化していけるような機

会の提供が必要」と指摘する。また，須河内（2006）

は実習指導について「限られた実習期間中に何を習得

させるのかという発想ではなく，事前指導・実習・事

後指導の全体を通して，また関連する他の教科目との

有機的連関の中で，実習体験に基づく学習の展開を重

視すべき」と指摘している。しかも，学生は，事前.

現弱教員のアドバイス

図4．不安内容の変化と教員アドバイス

「実習生としての学習態度」「日誌」についても，例

えば，保育者として現場で常識的な内容（日常生活習

慣,ホウレンソウなど)を初年時教育の中で学習する，

レポートの書き方を日誌の書き方と関連づけるなど，

関連領域科目や専門科目と有機的な連携を持つよう学

習環境を編成していくことで，実習の事前・事後の学

習をより深化させられることが可能であろう。

5．おわりに

以上の議論から，実習生が実習前に抱く不安は実習

を経験することで著しく減少する内容のものと，具体

的な子どもの対応についての不安に変化する内容のも

のがある中で，前者は実習環境から，後者は子どもと

の関わりから学習され，子どもの発達を援助するため

に必要な実践へ学習が深化することになる。さらに実

習現場教員からのアドバイスからは,積極的に行動し，

発達に応じた援助である子どもの関わり方が実習生に

望まれることになる（図4)。

「実習指導に何が必要なのか」という視点で本稿の
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東俊一ほか（2002）：施設実習における実習生の目的・

課題意識と学習内容に関する研究保育士養成研

究, No.20, pp.25-40．

ジーン・レイヴ,エティエンヌ・ウェンガー(佐伯胖翻

訳) (1993) :状況に埋め込まれた学習産業図書

松尾睦（2006）：経験からの学習-プロフェッショナル

への成長プロセスー．同文舘出版

松尾智則（2005）：幼稚園教育実習に関する意識調査の

概要(人文科学編)． 中村学園大学・中村学園大学

短期大学部研究紀要Vol､37, pp.47-52.

村田務ほか(2004) :保育実習への不安状況に閨する調

査．研究年報，白梅学園短期大学教育・福祉研究

センター（編), Vol.9, pp.13-31.

須河内貢(2006) :保育実習の充実に向けて(2)-施

設実習の本質的課題一:平成18年度全国保育士養成

セミナー全国保育士養成協議会第45回研究大会．

社団法人全国保育士養成協議会，pp,9091.

鈴木香奈恵ほか（2005）：幼稚園教育実習に関する研究

（1）実習前の不安感について．埼玉純真女子短

期大学研究紀要, No.21, pp.3944.

高濱裕子（2000）：保育者の熟達化プロセス：経験年数

と事例に対する対応発達心理学研究, Vol.11,

pp.200211.

高濱裕子（2001）：保育者としての成長プロセスー幼児

との関係を視点とした長期的・短期的発達-.風間

耆房

民秋言（2005）：実習生のためのチェックリスト萌文

耆林．

梅田優子(2002):教育･保育実習に関する研究の動向．

県立新潟女子短期大学研究紀要, Vol.39, pp.

5968．

Vander Ven, K、 : Pathways to professional

effectivenessforearlychildhoodeducators.

(1988) InB.Spodek, 0.N.Saracho, D.L.Peters,

(Eds).Professionalismandtheearlychildhood

practitioner.TeachersCollegePressNewYork.

吉田康成,中田尚美(2008) :実習不安の内容と変化（1），

保育研究（平安女学院大学保育科保育研究会)，

No.36, pp.8-14.

結果および先述の議論をまとめると以下の3つに集約

される。

①子どもの心身の発達と特徴について観察を通じて

理解し，専門科目や関連科目の理論的な内容と結

びつけて学習する。

②子どもの発達の支援となる保育技術（ピアノ，手

遊びなど）の学習であること。

③日常生活習|貫を改善する具体的なプログラムの導

入。

これらの提言は，本稿と吉田ら（2008）のパイロッ

トスタディのサンプルにもとづいて行われているため

養成校すべてにあてはまるわけではない。しかしなが

ら，近年の学生の実情をふまえた実習・学生指導を考

え実践する中で，質の高い保育者を育成することは喫

緊の課題であることは言うまでもない。本稿の3つの

提言いずれにおいても，養成校に今すぐ取り組めるこ

とが必ずある。例えば，子どもの行動心情の特徴に

ついて実践と理論的な内容を結びつけた学習環境の整

備が必要となってくるだろう。また，保育技術では，

単に保育技術の伝達になるのではなく（安藤，2002)，

ピアノや手遊びがどのような発達の支援となっている

のか，技術習得をしながら理解していくことが必要で

あると言える。

さらに，（実習現場の教職員アドバイスから）子ども

のお手本となるために必要な日常生活習慣を適切に身

につけることが学生には要求される。しかし，近年の

学生の実情を考えると，現行のカリキュラムの中で学

生の日常生活習慣にまつわる問題（例えば授業中の私

語，携帯毒舌，挨拶やマナーなど）を改善していくこ

とは極めて困難と考えられる。そのため，初年時教育

の中や専門科目と有機的な連携を持って具体的な改善

のプログラムを導入することは意義がある。

本提言が実習・学生指導のきっかけとなれば幸いだ

と考えている。

6．引用文献。参考文献

秋田喜代美（2000）：保育者のライフステージと危機一

ステージモデルから読み解く専門性(特集保育者

の成長と専門性)．発達ミネルヴァ耆房, Vol.21,

No.83, pp,48-52.

安藤節子(2000):保育者養成校における学生の成長(特

集保育者の成長と専門性)．発達ミネルヴァ書

房, Vol.21, No.83, pp.915.
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ビアスーパーバイザーからのコメント

観察実習を体験する前と後の詳細な比較がなされてい

ることで、学生の実習に対する思いの全体的な傾向が

わかり、今後の実習指導に役立つ内容かと思われます。

また、このことはここで述べられている観察実習だけ

でなく、「実習｣という授業形態全般における、前と後

の学生の様々な成長度合いを確認するという視点でも

有益かと思います。今後は、全体像だけでなく、個人

の変化も詳細にみていくことによって、益々有益な情

報がみえてくる気がします。 （担当：内田直子）
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第6類

専攻科（保育専攻）における「修了研究及び論文」の実践報告十

小林伸雄

K()BAZ4SHrNObuo

夙川学院短期大学に専攻科（保育専攻）が設置され、 3年制の保育士養成課程として認可を

受けてから8年が経過し、これまで5期にわたる修了生を輩出してきた。その間幾度かのカリ

キュラムの変更がなされたが、「修了研究及び論文」（以下「修了ゼミ」とする）は3単位の修

了必修科目として、変わることなく専攻科（保育専攻）におけるカリキュラムの中心に位置づ

けられてきた。

戸惑いながら始めた「修了ゼミ」も5年目ともなると過去の学生の研究成果や指導者側のノ

ウハウも蓄積され、研究内容の質的な高まりが見られるようになってきた。

そこで小論では2008年度の「修了ゼミ」の中から一事例を取り上げ、テーマ設定から研究

発表およびその成果までを詳述することによって、実践報告とする。

キーワード：保育者養成、ゼミ、卒論、学生の社会参加意識、自己肯定感

枚程度を基準として提出することになっている。また、

作品や演奏といった形式をとる場合にも同じく10枚程

度の副論文の提出を義務づけている。学生にとっては

他の授業や実習の合間を縫っての研究活動であり論文

執筆であるため、かなりの苦労を強いられる訳である

が、この「修了ゼミ」によって専攻科（保育専攻）生

としての自覚や帰属意識を持つようになる学生も少な

くない。

このような「修了ゼミ」も5年目を終え、手探りで始

めた学生への指導もようやく形ができてきて、一定の

成果を上げることが可能になってきたと言える。

最新の2008年度の「修了ゼミ」（小林ゼミ）受講生の

中から特定の一名を選び、テーマ設定など研究活動の

最初から研究発表およびその成果までを詳述すること

によって、「修了ゼミ」を5年間指導してきた結果到達

した現時点での自分なりのまとめとしたい。

1． はじめに

「修了ゼミ」は専攻科（保育専攻）における修了必

修科目として発足当初より3単位という少なくはない

単位数を設定し、学生に専攻科生としての自覚と学習

意欲の向上を促すカリキュラムの中心的存在として位

置づけられてきた。

「修了ゼミ」が四年制大学における卒業論文に相当

するものであるとの考え方は教員・学生共に多少の温

度差があるとは言え、ほぼ共通の認識を得ているもの

と言ってよい。

当初「修了ゼミ」は時間割の中には組み込まず、教

員の空き時間と学生の空き時間を照らし合わせながら

任意に時間を設定するという自由度の高さもこの科目

の特殊性を表わしている。学生や教員の中には戸惑い

を覚えるものもいたが、自分なりのペースで研究活動

が行えることから概ね学生や教員の受け取り方も良好

であった。

学生は論文の場合400字詰め原稿用紙に換算して30

2．方法

調査期間：2008年4月14日-2009年2月28日
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調査対象：夙川学院短期大学児童教育学科・専攻科

（保育専攻） 「修了ゼミ」（小林ゼミ）受講生前川

あゆみ

手続き：「修了ゼミ」（小林ゼミ）の開始から終了ま

での経過をたどり、その時々における前川の考察や課

題設定、指導内容と課題達成に到る経緯などを報告す

ることによって「修了ゼミ」の自分なりの方法論を浮

かび上がらせる。

最終的に登録人数が9名であったため全員を受け入

れることにして受講登録は完了した。

＜研究活動への導入＞

受講登録完了後､4月24日に第1回目の集まりを持ち、

今後の予定等についてのガイダンスを行った。

この段階ではまだどのような研究をするのか、研究

成果を論文にまとめるのか作品を制作するのかさえも

決まっていない。最初からこれを作りたいというよう

なはっきりとした目標を持ってゼミに臨むことは極力

避けるようにということを面談の際に伝えてあるので、

当然の結果とも言える。学生達にとっては、自主的に

研究活動に取り組むというような経験はほとんど初め

てのことなので、この状態からのスタートはむしろ好

都合と言える。

このゼミには造形や美術など作ったり描いたりする

ことを好む学生が集まっているので、ややもすると自

分の作りたい作品を趣味的に作ることが研究活動であ

ると勘違いされるおそれがある。それを避けるためガ

イダンスでは、作品は研究の結果であり、それが論文

の形をとることもある、ということを指導するように

している。そして、研究の中心にまず「了-ども」を据

えることを強調する。

2年間の本科での学びの中で､それぞれ学生は自分な

りの教育観や保育観を形成してきているはずであるし、

教育実習などを通じてある程度子どもの実態に触れる

経験もしてきている。そしてこれからの1年間、専攻科

（保育専攻）においてより深く勉強をし、将来質の高

い優れた保育者を目指す学生にとって、このゼミでも

う一度自分の教育観・保育観を見つめ直し、深い子ど

も理解の上に立って自ら設定したテーマについて研究

を進めることが、その目的を達成し、自己肯定感を獲

得するための契機となると考えるからである。

3授業の展開と考察

＜「修了ゼミ」の受講登録＞

「修了ゼミ」は4月のオリエンテーション時の教員に

よるゼミ内容の口頭説明から実質的にスタートする。

口頭説明の時に配布される前年度の『｢修了研究およ

び論文」研究録」とそれぞれの教員が研究分野を簡単

に紹介したプリントでもおおよその研究内容を想定す

ることはできるが、学生がより深くそれぞれの教員の

専門分野と研究内容を理解するのは、その後に行われ

る教員との直接面談によってである。

学生は1週間程度の間にできる限り、興味のある分野

やしてみたい研究内容を指導してくれそうな教員の元

を訪れ､直接面談しながら担当教員を選ぶ｡面談の際、

教員側も学生の志向する研究内容と自分の専門性との

マッチングや研究に対する意欲などを確認するが、私

は一年間に及ぶ研究活動を行うことが相当量の時間と

努力を必要とすることや研究内容が子どもに何をもた

らすのかという視点を抜きにして考えてもらっては困

るということを充分説明し、納得の上で受講するよう

話し合うようにしている。

その後の登録によって人数に偏りが出た場合には教

員と学生との話し合いによる調整が必要になる場合も

あるが、ほとんどそこまでで担当教員が決まり、抽選

による振り分けなどは過去一度もなかった。

造形分野への希望者は毎年多く、教員一人当たりに

対する平均学生数をいつもかなりオーバーする。2008

年度も9名の学生をゼミ生として受け入れた。

その中の一人が今回取り上げる前jllである。

前川は1回生時に「造形表現I」「造形表現Ⅱ」、2

回生時に「幼児美術」で私の授業を受講しており、物

を作ったり、描いたりすることが好きなこともあって、

迷うことなく私のゼミを登録したようである。

＜主な研究活動の内容＞

ゼミ生には1年間の予定表を配付し、おおよその見

通しを持って研究活動に入れるようにした。予定表は

以下の通りである。

4月一5月

話し合い、調査、見学etc.→テーマの設定

10
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＜調査・見学＞ある程度自分のテーマが見えてきた

頃に、それをより強固なものにするため、あるいは作

品化する際にすでに似たようなものが存在しないか、

またもっと優れたものがあるのではないか、というよ

うなことを検証するために調査・見学の機会を設ける

ようにしている。具体的には「有馬おもちや博物館」

や「三鷹の森ジブリ美術館」などである。世界的に知

られる優れた遊具・玩具などの展示は学生にとって刺

激となり触発されて思わぬアイデアに結びつくことも

ある。

＜保育実習＞研究活動中3度ある保育実習（保育園

や児童福祉施設で行う実習）を、研究内容と進度のチ

ェック期間として位置づけた。自ら設定したテーマや

作品を実際に子どもの中に置いてみて、妥当性を検証

し、テーマや研究内容についての新たな視点を獲得す

るチャンスと捉えるよう促した。また、3度の実習期

間を節目と捉え、進度をチェックするようにした。な

かなか予定通りには進まない学生もいるが、遅れてい

るなりに自分の遅れがどの程度のものであるかを知る

目安になるので、以後のスケジュールを立てやすくな

ることが利点として挙げられる。

＜学外発表＞私の修rゼミの場合、研究成果の発表

を作品形式でする学生が多いが、できるだけ学外での

発表を勧めるようにしている。

子どもを中心に据えた研究である以上、またそれが

作品という形をとるのであればなおさらのこと、子ど

もへのフィードバックがなければ意味がないと考える

からである。いくら大人が善かれと思って作った遊具

でも子どもが見向きもしなければ、机上の空論と同じ

ことである。また、子どもは大人が考えもしなかった

ような遊び方をしたりもする。想定外の遊び方によっ

て破損するようでは子どもの遊びを理解しているとは

言えない。実習やボランティアなどの機会を利用して

子どもの中で充分な検証を行った作品は、子どもの心

を捉え、思いも寄らない遊び方にも耐えうるだけの安

全性を備えたものとなる。

これまで具体的には2回生の「幼児美術」受講生に

よる卒展に合同で出品．展示するという形をとってい

る。この卒展は主に遊具を中心とした展示で、会期中

多くの子どもたちが遊びに来る。乗ったり触れたりし

て遊べる展覧会ということで､これまで32年の歴史が

あり、ある程度定着してきている｡入場者数は毎年400

ー500人くらい、そのうち子どもの数は3分の1から

半数程度とみられる。子どもたちの年齢構成は0歳か

5月26日（月）－6月7日（土） ［保育実習1A]

テーマの確認、新たな視点

6月 保育実習からの報告､話し合い→研究内容

を決定、研究計画を提出

7月 アイデアスケッチ、製図、材料の調達etc､→

試作

8月 ボランティアなどで試作品の検証→改良

→製作

9月8日（月）－9月20日（士） ［保育実習IB]

可能であれば検証、新たな視点

9月 施設実習からの報告、話し合い

9月－10月

製作→完成（仮） 論文の執筆を開始

10月20日（月)-11月1日（土) [保育実習

ⅡまたはⅢ］

検証

11月保育実習からの報告、話し合い

11月－12月

改良→完成 論文の執筆

1月 発表会 論文の仮提出

作品の改良・修正 論文の添肖'｣・修正

1月30日（金）

作品・論文の最終提出（17：00まで）

2月 学外での発表等

2月19日（木）

「研究録｣の原稿(A4見開き2ページ･Word

文耆データ）提出締切

3月19日（木）

「研究録」の発行・配布

＜テーマの設定＞この予定表の通り進めることとし、

前期はほぼ週1回の集まりを持つようにした。特に最

初は全員での討論を心がけ、各自が持っている教育

観・保育観や子ども観を検証し、お互いに補完し合い

ながらより確固としたものになるよう話し合った。ま

た、子どもにまつわる最近の出来事や話題、気になる

事柄などを話し合って、自分が興味を持てるテーマを

探らせるようにした。私は討論や話し合いが活発にな

るようコーディネートしたり、話題が停滞しがちにな

った時新たな方向性を示したり、学生の知識だけでは

解決できないような状態に陥った時には可能な範囲で

ヒントや解決策を提供したり、といった役回りに徹し、

できるだけ学生自らが自分の問題としてテーマを把握

できるように努めた。
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ら小学校4年生くらいまでと幅広く、遊び方も千差万

別である。5日間の会期中、子どもたちの激しい使用

に|耐えるためにはあらゆる遊び方を想定し、対策を講

じなければならない。

ここでの発表・展示はテーマに沿って制作した作品

が子どもの中で遊ばれ使用されることで、意図したも

のが達成できたかどうかの最終検証の意味合いと|同1時

に、学生が自分の作ったものを媒体にして社会に繋が

っているという社会参加意識を実感する機会でもある。

子どもとのコミュニケーションはもちろん、必ずと

いっていいほど保護者が、子どもを遊ばせてもらった

お礼とともに作品に対する感想を言ってくれる。

「こんなに素晴らしい、子どものことをよく考えら

れた作品を作れる学生さんだから、きっと素敵ないい

先生になられるでしょうね｡」という一言が学生に、達

成感とともに、社会の一員として役に立てるという自

信を与え、それが自己肯定感の獲得につながるであろ

うことは想像に難くない。

には全てが玩具になっているように思えます。

そこで私は子ども達が自由に遊びを考えることの出

来るものを作ることにしました｡」（『｢修了研究及び論

文」研究録W1.5』夙川学院短期大学児童教育学科・

專攻科（保育専攻) 2009 P.51)

このようなテーマを設定するまでにほとんど前期す

べてを費やした。後期になってからもこのテーマをど

う具体化するかということがなかなか決まらず、何度

も悩んだ末ようやく後期の保育実習の前後辺りにアイ

デアが固まったようである。

私の「修了ゼミ」では作品による発表の場合、制作

に費やす時間以上に制作に到るまでの考察のプロセス

を重視する。いかに優れて完成度の高い作品でも、こ

のことが子どもに何をもたらすのか、子どもにとって

どうなのかということがきちんと考えられていない作

品は評価しない。というより、子どもの視点からの問

いかけを何度も繰り返す中で、学生自らがそのような

視点を形成して行けるように配慮している。

アイデアが決まってしまえば、後は安全性や丈夫さ

などに気を配りながら、ひたすら制作に励む。時間的

な余裕はないため大きな失敗は許されない。

前ﾉlは平面の布をはぎ合わせて立体を作る工程にお

いて、実物の5分の1程度の試作品を制作した。特に

熊の頭の部分の型紙を取るのに苦労していたようだが

試作品を作っていたおかげで何度かの失敗を経たもの

の何とか完成に漕ぎつけた。

中に充填する材料は、価格や重量のことを考慮して

スポンジを細断して使用することとした。

縫製はミシンを使用したが、耳や鼻などは子どもの

荒っぽい扱いにも耐えるよう念入りに手縫いを施して

いる。また小さい子どもの興味を引けるように耳と鼻

には押すと音が出るプラスチック製の笛を入れた。

さて、完成した「くまーなっつ」であるが、副論文

とともに提出後、2月14日（士）－18日（水）に兵庫

県民アートギャラリーにおいて開催された「第32回幼

児美術卒展｣に出品･展示した｡またその後3月27日（金）

－29日（日）に原田の森ギャラリーにおいて開催され

た「子どもアートフェスティバルゆめのはこ2009」に

も依頼を受けて出品・展示することとなった。

子どもの中に置かれた「くまーなっっ」は他のどの

遊具よりもよく子どもが遊んだ｡遊び方は全く自由で、

積み重ねる、上に乗る、転がす、中に入る、体当たり

するなどあらゆる遊びが考えられるが、あくまでも子

どもの発想に委ねることを旨としているのは前jllのテ

＜受講生前川の場合＞

受講生前川は「くまーなつつ」と題する4段重ねの

巨大な布製クッションを制作し修了研究とした。

直径90cm×高さ30cmのドーナッツ状のクッション

が3段、それぞれ赤、白、青のキルティング生地を縫製

したものにスポンジを細かくしたものを詰めて作られ

ており、その上に同じく黄色のキルティング生地で作

った熊の頭が乗っている｡全部積み重ねると135cmと5

歳児の身長より高くなり、 1個あたりの重量もおよそ

3kgと子どもが持ち上げるにはギリギリの重さに設定

している。一見ソフトで巨大なだるま落としのようだ

が、前川も最初は巨大なだるま落としをイメージして

いたことに起因する。タイトルは「くま」と「ドーナ

ッツ」からなる前川の造語である。

前川がこの作品を作るに到ったテーマ設定の理由は

以下の通りである。

「私がこのテーマを選んだ理由は、遊び方の枠のな

い、子ども達が自由な発想で遊びを作り出せるものを

作りたいと思ったことがきっかけです。

保育実習など様々な場で子ども達とふれあい、私た

ちには考え付かない遊びを子ども達は次々に作り出し

ていきます。落ちている葉っぱや木、石や空き箱、私

たちにはその辺に転がっているものとしか認識しない

物でも剣になったり宝箱、宝石へと姿を変え子ども達
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鯛
－マ設定の理由にある通りである。実際子どもが遊ぶ

様子を見ていると、上記のようなあらゆる遊びが観察

できた。

麹＝

＝串迩…

琴
また「重さがあるので転がしたり動かしたりするの

は子どもにとっては簡単に出来ることではありません

が、子どもたちにとって簡単には動かせない重さの物

を一生懸命動かすことに楽しみを感じ、動かせたとき

の達成感は大きいものではないかと考えました｡」

（｢｢修了研究及び論文」研究録Vb1.5」夙川学院短

期大学児童教育学科・専攻科（保育専攻） 2009

P.51) というように、4歳児が何度も崩しては積み直

すという行為を繰り返す姿も観察された。4段目を首尾

よく積んだ子どもの誇らしげな様子が印象的である。

「そして、子ども一人では持ち上げることは出来るが

かなり大変だと思います。数人の子ども達で持ち上げ

るのを協力したりすることで一緒に遊ぶきっかけを与

えたり、直径90cmと子ども2人ぐらいで乗り遊ぶこ

とも出来ます｡」(『｢修了研究及び論文｣研究録Vb1.5」

夙川学院短期大学児童教育学科･専攻科(保育専攻）

2009R51)というように、複数の子どもが協力し合

って積み上げる姿も何度も観察された．

中でも最もよく遊ばれたのが積み上げたドーナッツ

状の穴の中に入るというものである。これについても

「だるまのように積み重ねることもでき、中に人って

遊べるようにしました。

きっかけは、実習中に感じたのですが穴や隠れるこ

との出来る場所などに入ることを好んでいるように思

います。

1m35cmと小学生ぐらいの子どもが隠れることの出

来る高さなので隠れて遊ぶことも出来ます｡」（｢｢修了

研究及び論文」研究録VOl､5」夙川学院短期大学児

童教育学科・専攻科(保育専攻) 2009 R51) と、

書いている通り、前川の設定したテーマは「くまーな

っつ」という作品において完全に実現できたといえる。

そしてそれは、決して机の上のアイデアだけで成し

得たものではなく、実習やボランティアを通して見て

きた生の子どもの姿があったからこそ実現できたもの

である。深い子ども理解に裏打ちされた作品が持つ魅

力は子どもが一番よくそれを知っている。

「卒展」および「ゆめのはこ2009」の会期中、子ど

もたちが「くまーなっつ」で遊ぶ様子を約80枚の写真

に記録しているが、ここでは紙幅の関係でその中の一

部12枚の写真を掲載することとする。

筆‘鐸
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＜修了ゼミを通してのまとめ＞

今回「修了ゼミ」の中でも比較的好結果を得られた

例として受講生前jllの研究成果を取り上げたが、他に

もこれに勝るとも劣らない研究成果を挙げた例がない

訳ではない。ただ、今回取り上げた「くまーなっつ」

は学外発表の機会の中で、子どもの遊ぶ頻度、遊びの

多様性、遊びの質などにおいて他を圧倒していた。

作品とともに提出された副論文に書かれていたこと

と現実との一致ということもこの作品を取り上げた理

由の一つである。すなわち前川の設定したテーマが意

図通りに実現したということである。

f･どもを研究の中心に据え、子どもからの発想を大

切にするという本ゼミの意図をよく理解し、充分な検

証と考察を繰り返しながら進めた前川の本研究が、そ

の中心である子どもへのフィードバックにおいて意図

通りの成果が見られたことは、本ゼミの取り組みがあ

ながち間違ってはいなかったことの証でもあると安堵

している。

この研究を今後本ゼミを進めて行く上において、自

分の中での一つの試金石として捉えたい。

4文献

『｢修了研究及び論文」研究録VOl､5』 1列||学院短期

大学児童教育学科・専攻科（保育専攻）2009

ビアスーパーバイザーからのコメント

本研究は､専攻科(保育専攻）における修了研究(修

了ゼミ）の一例を取り上げて、それがいかに成功に

至ったかを、指導教員の立場から報告したものであ

る。まず、執筆者が行ってきた修了ゼミの進め方、

指導の仕方、考え方を概説し、次は取り上げられた

成功例について具体的な経過を述べている。その論

述は適切であり、ゼミの成果である作品の製作過程

と完成後の特色が手にとるようによくわかる。

（担当：中広全延）

課

鷺
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第6類

スノーボード実習が学生にもたらすもの

藤島みち

TOSHIIIL4MIchj

教養教育のスポーツ科目では、生涯スポーツとしてテニス・バレーボール・バドミントン・

卓球、レクレエーションスボーツ（ユニホック・ソフトバレーボール）と健康スポーツ（エア

ロビクスダンス）等6科目を開講し、シーズンスポーツとしてゴルフ・スノーボード・スキー・

水泳を開講している。これらのスポーツでは、技術の向上だけでなく、コミュニケーション能

力の向上や協調性、社会性などについて学ぶことを目標としている。つまり、学生が教室で壇

上の教員と向き合って言葉を用いて学習する言語学習に対し、筋肉の反応や運動機能に関連し

た運動学習によって、学生が集団の中で自ら考えて行動できることを目標としている。また、

同時に体力と健康の維持増進及び学生の生涯スポーツにつながることをも目標としている。

ここでは、シーズンスポーツのスノーボード実習における学生の実技記録から、スノーボー

ド実習が学生にもたらすものについて検証する。

キーワード：実習記録、到達目標、達成感、集団生活、感謝

受傷の約2倍となっている。中でも、外傷発生頻度はス

キーの外傷に比べ頻度が高く重症外傷が発生している，

本学では、2002年にスノーボード実習を開講するに

あたり、学生の安全対策の一つとして、受講学生全員

にヘルメットの着用を義務付けている。今日までの7年

間で、本学では捻挫や打撲はあるものの重症の外傷者

はゼロである。この数字は全国のデータと比較すると

評価できる数字である。

さて、スノーボード実習において安全面の他に大切

にしていることは、宿泊を伴うので集団生活から、学

生が人間関係や協調性、社会性などが大切であること

に気付き学ぶことである。3泊4日の期間、同じ屋根の

下で生活することで人と接触する機会が多々あり、必

然的に学生間や周囲の人々とのコミュニケーションを

とらなければならないことが発生する。なかでも社会

生活では当たり前である「おはよう」「こんにちは」「お

やすみなさい」「ありがとう」「ごちそうさま」などの

挨拶が自然に言える様になることを目標としている。

大学生に挨拶を促す必要があるかどうかについては賛

否があるかもしれないが、学生がTPOに応じて挨拶が

1 ． ｜まじめに

スノーボードは学生にとって経済的な負担をかける

という欠点を持つが、ウィンタースポーツとして最も

人気がある種目である。人気の原因は実生活から解放

され、自然環境のもとで楽しみながら雪面を自由に滑

る爽快感にあると思われる。

そして、スノーボードの特性は1．雪で覆われた大

自然の中で技術の到達目標を目指す。（精神面のリフレ

ッシュ） 2．忍耐力が養成される。（天候の変化と体力

の消耗に対する忍耐力） 3．宿泊を伴うので、集団生

活から人間関係や協調性、社会性について学べる。（感

謝の気持ち、思いやり、友情､）これらの3つに集約で

きる。

また、注意しなければならないことは実習中の怪我

と健康管理である。なかでもスノーボードによる怪我

は増加傾向にあり、全国スキー安全対策協議会による

調査では2004～2005年シーズン中のフリースタイル・

スノーボードでの受傷者は約3,000人で、スキーによる
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できるようになることは社会に貢献できる人材育成の

第一歩ではないだろうか。

そこで、「1．スノーボードの実習記録から学生の技

術の上達度2．感想文から学生の変化」などについて

まとめ、スノーボード実習が学生にもたらすものを検

証することとした。

で埋め尽くすことである

3)各口程のタイムスケジュール

<1日目＞

9：0(）夙川キリスト教教会前を出発

17；0(） 白馬五竜スキー場至l1=

18 ： 30夕食

19 ： 3()～20：30 ミィーテイング

ゼッケン・ヘルメットの配給

レンタルウエアーの確認

2．方法

平成21年2月15R～18日

実習受講学生30名

1．スノーボード実習の背景

2．学生の実習記録をもとに、技術の上

達度を確認し、感想文から学生が得た

ことや感じたことについてまとめる。

調査期間

調査対象

手続き

式
０
０
０
０
０
０

ン
食
講
３
０
３
０
３
０

●
？
●
●
●
●
●
ｅ

目
朝
開
１
３
５
７
０
２

日
一
乱
訓
訓
乱
〕
２
２

へ
へ
へ
（
へ
へ
へ
へ

３：
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

。
３
０
３
３
０
３
０
０
３
０

２
７
９
９
１
３
５
８
９
０
２

く
１
１
１
１
１
２
２

(初日のみ）

実技講習

昼食、休憩

実技講習

自由滑走

夕食

ミィーテイング

入浴

就寝

3結果と考察

（1）スノーボード実習の背景

①実習中の留意点

日常生活及び実技講習で留意すべきことは次の5点

である。 1．集合時間の厳守（講習、ミーティング、

食事、就寝など） 2．挨拶の励行（食事の前後、おは

よう、おやすみなさい、ありがとう等） 3．ヘルメッ

トの着用（危険防止)、4．体調管理（微熱や足の痛み

など異変を感じたら直ちに申し出る)、5．部屋の換気

を1日1回必ず実施することと部屋を乾燥させないこと

（風邪の発症を防ぐ）等である。尚、これらについて

は現地に向かう車中にてアナウンスした。

＜4日目＞

7 ： 00 朝食

9：00～11 ; 30実技講習

11 : 30～ 閉校式

12 :00～ 昼食

14:00～ バスに乗車

20: 15 阪急電車「西宮北口｣駅解散

20：30 阪急電車「夙川」駅解散

②実技講習について

実技講習は白馬五竜スノーボードスクール(JSBA

公認）のインストラクターを講師に迎え、実技指導だ

けでなく、夜間のミーティングに参加して頂き、実技

講習（午前午後各2時間～2時間30分）での補足説明や

学生一人一人に対してアドバイスをするように依頼し

た。各班の人数は学習効果を考慮して最大7名とした。

実技の内容は学生のレベルに応じて実施し、各班実習

中にビデオ撮影を行い、夜間のミーティングの材料と

した。

各学生の技術面の最終目標は、最終日までに初心者

向きのケレンデを転ばないで滑って降りられるように

なることである。すなわち、実技記録（表1参照）の

表を「◎：完檗｣、「○：やや完壁｣、「△：少しできる」

（2）実習記録について

学生は実習記録(表1「実習記録｣実技チェックA

学生の例を参照）に技術の習熟度を「◎：完壁」「○：

やや完壁」「△：少しできた」「▲：全くできない」に

分けて毎日記録し、最終日までに「▲：全くできない」

をなくすように努力することを促す。この実習記録は

午前と午後の実習内容と感想、明日の目標の記入内容

と合わせて、実技評価の参考資料とする。
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’

16個、○10個、△3個、▲1個」となり、急速の進歩を

遂げることができた。この結果は特異な例ではなく、

ほとんどの'生の「▲：全くできない」の数が減り、

目覚ましい成長が見られた。学生は実習記録をチェッ

クすることで自らの技術の進捗状況を可視化でき、次

の実習への意欲が高まった。また、学生は最終評価で

全くできなかったことが完壁にできるようになったこ

とを確認できた。

学生は3泊4Hの実習で課題を克服し、達成感を味

わい、再びスノーボードにチャレンジすることを望む

ようになった。初日は「無理1無理！」と騒いでいた

学生が最終日には「スノーボードは楽しいスポーツ

だ！」と意気揚々として語る学生の姿は非常にすがす

がしい気持ちにさせてくれた。

表1 「実習記録」実技チェックA学生の例

最
終
評
価

２
焔
午
後

17

午

二二

H1」

｜
Ⅳ
午
後

｜
鳩
午
後

｝
略
午
前

｡ ◎|ボードの重さや長さに慣れた ． ◎◎

（

a2ボードを持ってスムーズに歩ける [0〔 〕]
ｰ

)自分の基本姿勢をマスターした
へ

Lノ

l安全に転倒できる フ▲ (9 ｰ

5寝ころんで方向転換できる 。○し

◎
庁

65秒以内に起き上がれる QノL〃

7片足装着で投稿できる ○」

8片足ｽｹｰﾃｲﾝｸﾞから停止できる ○▲ Lノ

9ｽｹｰﾃｲﾝｸﾞから停止できる ○▲ 11

ゴノｰ

10ﾌｵｰﾙﾗｲﾝへの横滑りができる 仁ヘ
g） (9ｰ

｡11木の葉落としができる（ﾊﾞｯｸｻｲ’ ○△ Lノ『一

12木の葉薄としができる（ﾌﾛﾝﾄｻｲﾄﾞ） ○▲

＠13斜滑降ができる ｡）し

14ｷﾙﾗﾝﾃﾞ（ﾎﾞｰﾄﾞの先落とし）ができる ○ （ ノ Uノｰ

15斜滑降から停止できる ｡F1 (gノ

◎16直滑降から山回りができる ▲ ▲ (gノ
｢ 】

17斜滑降から谷回りができる ▲ ▲ I 〕 Lリ

、
18連続ターンができを ▲ ▲

ヘ

9しっかり前をみて滑れる ▲

班別実習風景
20リフトに一人で自信を持って乗れる r~）▲

21転ぱずにリフトから降りられる rl
〆

○△

夜間の班別ミーティングでは、実習中に撮影したビ

デオの映像を見ながら担当講師から改善点のアドバイ

スを受けることによって翌日の実習課題が明確になっ

た。ここで興味深いことは、初めにビデオ撮影を嫌が

っていた学生たちが、自分の映像を見ることで修正す

べき点が明確になったので、ビデオに対するとらえ方

が変化した。つまり、初めは、自分を見ることに恥ず

かしさを感じていたようであるが、実際にビデオを見

て、フォームのチェックがわかりやすく、イメージを

持って実技練習に臨むことができることを理解できた

からだと思われる。これはまさに運動学習の効果であ

ろう．

C）22他人のリズムに合わせて滑れる Lノ (』ｰ

~〕 C23ノンストップで滑れる △ ､

、 「24足に余分な力は入らない ▲ ▲ （』

25スピードのコントロールができる △▲

26ターンのリズムを自由に変化できる ▲ ▲

27足の裏で体重移動の感覚がわかる △ ▲▲ ▲ ▲ ▲

28難しい状況でも余裕を持てる ▲ 内
ｰ

29スピードに乗って滑ることができを
、

▲ 〔○
逗ｰ ｰ

30ゲレンデの起伏に応じて滑れる ▲ ▲ し Lノ

受講学生の実習記録の至ll達目標は最終評価が全て悪

くとも「△：少しできた」以上の評価ができるように

なることである。実技チェック表の作成によって各自

の日々の実習の目標が明確となり、学生の意欲が高く

なる。ほとんどの学生の最終評価は最低「△：少しで

きた」となり、初心者であっても初級者向きのゲレン

デを転がらないでターンしながら滑れるようになった。

例えば､表1「実習記録｣実技チェックA学生の場合、

初日の「○2個、△11個、▲17個」が最終評価では「◎
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★悪かったこと

①技術がまだ未熟であること。

②時間に何度か遅れ、みんなに迷惑をかけた。

③時間を守ることが少しできなかった。

④|布いという気持ちに負けてしまったこと。

⑤連続ターンができなくて悔しかった。

⑥自分にあったブーツでなかったこと。

⑦ブレーキの技術が未熟のため、すごい勢いでこけ

てしまった。

⑧団体行動なのに自己中心で行動してしまったこと

があった。

⑨授業と遊びの区別をすべきであった。

⑩もう少し期間が長ければ技術が進歩し･他の学生

との交流もよりできた。

⑪もっと積極的に講師に質問すべきだった。

⑫途中で嫌になってやめたくなってしまったこと。

⑬講師のアドバイス通りに|手く滑れなかった。

⑭感謝の気持ちを人に言われる前に気付くべきだと
田./一､表
jL, -ゾノーo

⑮人の練習をみて学ぶことができてなかった｡

⑯文句が多かった．

⑰最終目標の連続ターンができなかった、

『
一

翌

班別ミーティング

（3）実習中の記録と感想文のまとめ

＜実習中の記録＞

★良かったこと

①初めてのスノーボードであったが1人でリフトに

乗って滑って下りられるようになった。上達が実

感できた。

②他学科や違うクラスの学生と交流できて仲良くな

れた。

③友達が増えた。

④インストラクターの教え方が良かった。

⑤技術が上達した。

⑥3日間を通して自ら練習し頑張れた。

⑪多くの人に文えられて感謝している。

⑧みんなで助け合えた。

⑨允実した3日間を過ごすことができた。

⑩あきらめないで最後まで頑張る気持は大切だと思

った。

⑪何事にも怖がらずに挑戦していくことが人切だと

学んだ。

⑬みんなで仲良く楽しい雰囲気ですることができた

⑬ヘルメットは必要ないと思ったが2回転んだ時､ヘ

ルメットに助けられた｡ 講師のサポートでリフトから降りる

最終口の感想文

⑪初めてのスノーボードができるようになった。学

校で交流の少なかった他学科の学生と仲良くなれ

て、共に集団生活をして良い経験になった。

②いろいろな学生と仲良くなれて、スノーボードが

滑れるようになって充実した3日間であった。

③みんな挨拶がきちんとできていた。

④時間通り行動できた“リフトに乗って余裕の表情
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L

⑤スノーボードが好きになった。

⑥基本から指導されたことが良かった。

⑦スノーボードの技術だけでなく、人間関係や友達

の優しさに触れることができ、とてもよい3日間で

あった。ありがとう、おはよう、などの一言でお

互い気分が明るくなり、お世話になった方への感

謝の気持ちを忘れません。多くのことを学んだ。

⑧この3日間､体中アザだらけで寝るときに大変なく

らいたくさん転びました。しかし、3日間で木の葉

落としがスムーズに滑れるようになった“周囲の

みんなも上達し嬉しいです。

⑨集団生活をして楽しかった。自分の直さなければ

ならない部分を確認することができた。

⑩たくさんの人と交流することができて本当にうれ

しかった。時間に余裕をもって行動す-べきだった。

⑪何度も転んだが、あきらめないで練習したので、

最後はノンストップで滑れるようになった。こう

して滑れるようになったのは講師や班の仲間のお

かげだと感謝している。口常生活でもこの3日間の

経験を生かして頑張りたい。

⑫先生の話を聞いてなかったり、ゴーグルをなくし

たり迷惑かけてしまった。しかし、連動が苦手な

自分が仲間と共に3泊4Rを過ごせてスノーボード

が好きになった。

⑬スノーポードの講師に指導してもらったことが良

かった。これからだという時に実習が終了した。

⑭短人で宿泊を伴う実習があるとは思わなかったの

でうれしかった。スノーボードの技術は予想以上

に高められたが、何より友達の優しさ、術舎の人

達の親切などに触れることができて良かった。ま

た、大学内では同じグループで固まっているが多

くの人と話すことができ良い経験となった。

⑮スノーボードだけでなく、全く喋ったことのない

友達と出会い仲良くなれたことが嬉しかった。学

内で喋ることのない先輩とも話すことができた。

また、滑れなかった友達が滑れるようになった時

は自分のことのように嬉しかった。この実習を通

して色々なことを学んだ。

⑯3日間、すごく楽しい時間を過ごせた。授業であっ

たがみんなと楽しめて良かった。少しはしゃぎす

ぎてお礼を忘れたりしたので、もう少し集団行動

を意識すべきだった。

⑰スノーボードの講師がとても優しく丁寧に教えて

くれたので上手に滑れるようになった。

最終日 閉校式

4結論

3泊4ロのスノーボード実習が学生にもたらすものは

次の2つにまとめられる。

(1)大自然の中で技術の到達目標を目指すことによ

って達成感を味わえた。

（2）宿泊を伴うことにより集団生活から「時間を守

る｡」「感謝の気持ちを持つ」「挨拶をする」こと

が人間関係をスムーズにすることに気付かされ

た．社会性が身に付くきっかけとなった。

以上の2つは学生の実習記録と感想文から引き出さ

れた結論である。多くの学生たちの目的はスノーポー

ドの技術の上達と単位の取得であった。しかし、学生

は実|際に参加するとそれらよりも至ll達目標を達成した

ことや多くの友人を得ることができたことが重要であ

ることに気付いた。また、ゆとり教育を受けた世代の

学生は40代や50代の世代と異なる価値観を持つと言わ

れている。しかし、自然の美しさや人に対する感謝の

気持ちなど、今も昔も大差がなく、人々の思い込みで

学生を半l1断してしまっている部分があると考えさせら

れた。

スポーツの役害'lは肯少年の育成に役立つと言われて

いるが、学生の感想文からそのことが立証されたと言

っても過言ではない。なぜなら、学生たちは人の優し

さや自分をサポートしてくれる人々に感謝し、友達が

増えたことに喜びを感じている。人々に感謝し喜びを

感じることで心が豊かになり、日常生活でも変化が表

れてくるのではないだろうか。
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今回は学生の実習記録と感想文からの考察であった

が、今後は学生がスノーボード実習で得たことをどの

ように生かしているのかまた生かされているのか追跡

調査をしたい。そして、スノーボード実習が学生にも

たらす、達成感や感謝の気持ちは宿油を伴うからこそ

得られるものであることに対して学生の理解を求め、

社会に貢献できる学生の育成につながる実習となるよ

うに更なる創意工夫を進めて行く所存である。

5．弓用文献・参考文献

『運動学習とパフオーマンス」 1994年大修館耆店

『からだ・健康・スポーツ」2004年サンウエイ出版

「スポーツと健康」1994年東京電通大学出版局

『大学体育第63号(第24巻3号)」1998年社団法人

全国大学体育連合

「大学体育学第4号（第4巻1号)」2007年社団

法人全国大学体育連合

ビアスーパーバイザーからのコメント

本論は、タイトル（｢スノーボード実習が学生にもたら

すもの｣）の示すとおり、合宿を伴う実習を通して、学

生自身が､①技術向上に向けての到達目標を明確にし、

それを達成することのよろこびを味わい、②集団生活

を通して人との関わり方の大切さを学びとっていく課

程を、学生の｢実習記録」・「感想文｣の内容分析により

実証している点が高く評価できる。学生の｢伸びの自

覚・達成感｣と｢他の人とかかわることの大切さの自覚」

は、教育実践に共通する課題であり、他の分野におけ

る実践においても生かすことができるものと考える。

(#11当: li4崎公典）
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あとがき

この度､『夙ﾉ||学院短期大学教育実践研究紀要｣を発行することとなりました。

本学FD委員会では、学生による授業評価アンケートをはじめとして、評価

結果のWeb上での公開や定期的な学内FD研修会の実施､機関紙｢FDTbday」

の発行などさまざまな活動に取り組んで参りましたが、かねてより教員同士が

教育実践を発表し合い、その成果を共有していくことこそ質の高い授業につな

がるのではないかとの想いがありました。

その想いが『教育実践研究紀要」という形に結実できたことはたいへん喜ば

しく、これからのFD活動を展開していく上においても大きなはずみになるこ

とは間違いありません。

今回は8編の原稿が寄せられました。今後もっと多くの先生、できれば本学

のすべての先生の投稿を期待しています。また、本学のみならず学外からの投

稿も視野に入れて原稿募集をしていきたいと考えています。

できるだけ広範囲からの投稿がいただけるように、すべての投稿原稿を採録

することを原則としています。そのため「教育実践研究紀要』では査読制度を

採らず、 上．アスーパービジョン制度を設け、投槁者と編集協力者が、対等な視

点から原稿の内容を協議し、質をより高めて採録することを目指しました。

これらの試みが本学をはじめ、大学教育全体の教育力の向上に寄与できれば

と願っています。

最後になりましたが、第1回の学内FD研修会において「FD活動について」

の講演をしていただき、本誌では巻頭を飾っていただいた神戸大学の米谷淳

教授をはじめ、本誌の創刊にご協力いただいたすべての教職員の皆様にこの場

をお借りしてお礼を申し上げたいと思います｡どうもありがとうございました。

2009年3月31日

夙川学院短期大学FD委員会

委員長小林伸雄
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2009年6月26日

教職員各位

FD委員会

｢教育実践研究紀要」の訂正について（お詫び）

過日、配布させていただきました「教育実践研究紀要」に､「執筆者一覧」が抜けておりま

した。お手数ですが、巻末の空白ページに別紙を貼付いただきたく、お願いいたします。

なお、下記に訂正がございます。ご訂正のお願いとともに、不手際がありましたことを、

お詫び申し上げます。

記

誤
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SAITOHTakashi

ジ
紙

一

ぺ
表

正
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SAITOHHisashi裏表紙

執筆者紹介
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児童教育学科

家政学科

児童教育学科
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賀
田

准教授

准教授

講師
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准教授
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教授
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古
森
森
齋
内

一

月泰

田
田
林
島

士
ロ

小

一
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教授

教授

教授

教授

准教授

准教授

准教授

准教授

北野正治（美術デザイン学科/総合表現）

小林伸雄（児菫教育学科/幼児美術）

中広全延（家政学科/精神医学）

岡崎公典（児菫教育学科/学校経営学）

番匠明美（児菫教育学科/臨床心理学）

森田健宏（児菫教育学科/教育心理学）

藤島みち（児菫教育学科/体育学）

内田直子（家政学科/被服学）

＜英文タイトル校閲＞

准教授古賀友也（児菫教育学科/英語教育学）
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